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備 備 備 務 山 山 産 業
課 課 課 課 課 課 課 課

届
出

生
活（

国 文
民 化（ （

地 健 ・ 情
域 康 青 報 （
産 保 少 基 人
業 健 年 盤 事 発行
課 課 室 課 課
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９

札提提

財て契要入入

っ

出

規札書参参

務入約札

則作加加出

の込望期場

第有成申希

効
な要書者

入否のは限所 条

道 公 報

６７８
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６
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２
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道国た

名公公 る
よ

に在れ由 定

設 が市の施 知寄衆共 通

保

林と た有地 っ国健用 あ

略。の

さ省る次

。す 。

道そに

、う

し）よ

れ由

林

の用図安

源路の保

水

す北指

んとをの

か地面
め胆解

た道を

る海定

養
月所

十在

三
日

勇上の

払５
郡筆、

厚に

金

町いの 真つ

曜

幌次
字て

日

課
山
治
部

務
林

産
水

内の

林

水有め
役
町
竜
北
び
及

に

治図

部の

務次

林。

産

に

名分

び部

及す

課示

山
め

のた

次る
役る

市限

寄

知分
道部
海す

北示
に

図

す

振除

）
。
堀る
限
事に

あ

部で

済定

経予

庁る

支

林

び森

及、

課旨

務る

林

図

町
真法

厚

に
示 ・
す
分
・部
に

。 ・
る １
限 の

）
の、
１

の間平

そ週
２

え
備
に
場

関、成

係一

。

は縦月

面の９

図般年

更

え
備
に）

所

北

道し 海

た 道

。
路 空管空管

告 理法 知知理

示 署 郡郡署

第 事昭 南南事

業和 富富業

日
の１２３

也
達

良良区

路路

のか平道路道区

そ

の線の

関ら成

係２
間９類名域

図週年種区

は、月

面

場和

役昭

に

定

備年

北

道し

１２３

海

た 道

。
路 作作作

告法 業業業

示 種期地

第昭 類間域

和

の ・
、
以

成

川第平

旭）
号

開
発条

い月

設お９

建に年

、覧
。

建る
道す
海供
北に日

及
課

備
整
路
道

部
設

区

号年 野野

法 町町

第 落落 班班律 字字 林林

合合 かは
小 上上 小

南南 地） 地 川川 班号 班
ま 部部 先第 先

森森 か

１
第

林ら林条 で

、一

新

海の道張

北般日道夕

部供
設に線

建覧得

道縦
及
課

備間

整。
路る
道す

号

町

法 共成川

年 公平東

律 測
９

第 量年
３月号 級

準か第

基日）

点ら

条 ）

部

ま１

日第

長て
同
次る

、す
ら用

か準日

お第
と法

の
り

次
び

量項
測１

共第
公条

備道

に海

所北

場
覧

縦
の

項

、
て堀

い
置事

え知

の
規
定

道
、

り

らでよ

かまに
路
の
区
域

旭幅

道の 海

地 北
び敷

を

知

現道延

木海

土北

川員

で項

え
備堀長

に
所事

業

道

海、

北り
よ

に
定

規
の

の

を

堀域
区

事の

知路

道

る
るよ

すに
施定

実規
を

量が 測知 、通 旨

九法あ

六っ

也

日
の達

示
告

和。 昭た

り 区

お 複と

重の
次

ら
か

、等

て達道

い国

置

間変

お

達と
の

次

示の

告也と

決

也り 第
律

法
年



路路

平道路道区

１２３

成

平 の線の

成 年種区

十 ９類名域

四 月

年
九 日道襟

北 海

更の 北

道しそ日 海

たのか 道

。関ら

路
告

係２

法
示

図週 第

面間

昭
和

は、
、一 号

北般

年

道 公 報 第

線
港

益
浜

別
当

号

名線
場

車

線

停
合

路落

月 道裳

十 公

三 園

日

更の
変後

線間

金 前別

曜

敷

日

建覧

第道縦

律海の

法

地

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

別別
当当

郡郡
狩狩

石石
山山

青青
字字

町町

当当
郡郡

狩狩
石石

番 番

山山
青青

字字
町町

別別

南
郡郡

知知

区空空

番番

字
町町

野野
良良

富富
南

海
北

員
幅

の

合合
落落

字

海 規

国重

堀長

事
知
道延

木 、

土 り

蘭 よ

室 に

道 定

備 域

に 区

所 の

業 路

現 道

地

い の

置 次

え を

後 前前後

で
ま ら

先 か
地 先

後

らで
かま

先先
地地

後 後後前前

らで
かま

先先
地地

番番

達道

前別
更の前

変後
間

更
の間

也と区
等複

北

道し 海

た 道

。
路
告法
示
第昭
和

て と

、 お

告 り
変示

字

幌番町

らで
かま

泉
地東 郡
先洋 え
か り
ら

で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで

敷
地
の

延
員らで
かま 幅

長

号

第
律

法
年

第
）

号

前後

字泉
地 町幌

番 も

１
第

条

りで 洋え
ま 東郡

先
も

重
の

と
等
道
国

北同

前前

項

縦北

間
区
複

の
規
定

、
り

でらでよ

まかまに
道

九 路

七 の
区
域
を

らでらでら

かまかまか

海

所
業

現
木
土

幌
札
道
海

所
業
現

場木
土

川

覧旭
道

変
り

お
と

の
次

所



更の 北

道しそ日 海

、のか

道

道

同関ら

路 道

告

条係２

法
示 小

第図週 第

２面間

昭 樽

和 石

項は、 狩

の、一 号

規北般

年 線

北 海

の 北

道そ日路 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示線 昭図週年 第

和面間９

は、月

名 年、一 号

法北般日

道 公 報

蘭中３蘭中３蘭中３蘭

川川川 別地別地別地別
先 先 先 郡郡郡
か か か
ららら 番番番番 本本本

中中中 ２２２９ 別別別

川川川 地地地地 町町町

郡郡郡 先先先先 美美美

第

地

道路道区中３

１２３
区か
郡 の線の先

川 路路

川
町中

別 類名域ら
本 種

道居郡
美

号

関ら成

のか平

そ日
の

平係２
成図週年
十面間９
四は、月
年、一

九

道縦

律定海の

法 北般日

狩狩よ建覧

第 石石に

市市り設に

路道す ） 新新道部供 号

中中の路る 第

港港
央央供整。

丁丁を課 第

１２用備 条
成び 項

目目平及 １

北 の

覧

第道縦供

律海の

番番

建
設に

路る 第道す ）部供用 号
整。開

のび 項及 ２始 課 第備 条

まままま 蘭蘭蘭

規の 北

でででで 別別別 本本本

別別別

町町町

前後後

番美番美番美

本別 別

道辺本 蘭

別町

別
更の前

変後

線間番美

敷
前

地

月海の

十道縦

三建覧

日

整。
路る

道す
部供

設に

金

課
備

曜

び
及

日

地９道 定 地１年海 規

北

広 よ か先月帯 に 先

道
午木 、 で日土 り らま

区

平時所 の
１業 路
後現

ら備 域

成かに
開え を
始置 次
すい の

北 り幌 よ区 札 に道 定海

知 の現道 次木海間 、土

開 のに用 路所事供 道業

期 を置の 用え始 供備堀

い

らでらで

かまかまかま

らで

の

道延

海
北

員らで
かま 幅

知
事

木
土

広
帯

道
海

国重

堀長

い
置
え
備
に
所
業
現

変示
告 り
。、 お
るて と

は 北

都、

７

海

完平 道

了成

市 変

告計 更

し 示画 認

た年 第

。９

法 可
年

月

告也 す、 始て達日 開

月

立

施設変

４５６

。示 る

３

月内 地年
可の

行認更

画１２ 北

土整 海

理平組事事 道

組成務

地
告

所 合業 区
合 示施 画
の年のの 第

事９所行 整

名 理
業月在期

３

の間

也と区
等複

達道
広２１

路道区帯新西

２
線の市地線

路
区大先

、
て

本ら２

名域正か－

の

成路

平道
１

示
告

昭 月
９類

年種

号和 日

日

律 成成

法 平平

年
第

年年
９９
６第

月月）

日日

変平変

区日容

ら第

か条

成計更成更

河南南平設

後

東１２

の前 郡条条

９事

音１６年概の年の

、業月業

更丁丁９要事

施

町目目月
事施 宝、の

か期

来南一日業行日行

条行間ら間

南１部施期

法

１

称地間 計 号

変音河平

和の
昭画日

年更更東成

法を町郡

第可宝更９

律認南音年

し来町月

た土宝

第

区南か ）
。地来日 号

豊本広先

町帯地

画１ら

丁士

糠１富で

頃通市ま
後

変後

線
室

芽間目町

内

前別
更の前

の

成項

平１

道

日道

よ

月に

３定

年規
為

行
発

開

での

ま次

日る

３丁間成

条２期平

丁目及
金月

か南資３

目、び年

ら１
南条計

変で

条丁のま

１６画日

２
の南
目び

丁及更

５目
全

整条平

第

理２成 条

組丁
番月 の

１３ 項

合目年 １
規北地

り

知で よ

道ま に

海日 定

敷

の

堀 次
、

事

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延 道
海

北

長

九知

八

部条

事
工

る
す

関
に

堀
事

来ら
宝か
に目

び丁
並１ 国重

区

也 地
土

達 り
お

と

也
達

の間
と区
等複

道



殊指

成特のた

平

い 年肥定

平 ７料名肥

成 月

十 分

四 生者者登

年 産若又別

九 業しは市

北 海

料ば料の平

肥た肥次
を

こ取と成

の締お

ず公９ 種

法 くり年

肥 類昭表月

和す

等料る日

道 公 報

海市石札釧成

北平

幌 道

豊 会）狩路７ 市 社区年

市区市

献村分 平

貢町月

賞名

第

成

所開海た平

北し

３定

及発道。

び許表
則月

名年規９

氏可彰年

月
日
及平日

号

地許

発る発

開れ開

１２

は名受

又のを

域域可

区
区た

工称け

月 者く表

十 、は示

三 輸販者

日

た

業業
入売

及 届金

出商肥 びい

曜

名
品

日 ） 名

コ

第 バ

律 肥タ

法
年。

料加

の料第

肥）

里号

場

名
氏白堀干

７

名第
条

孝雄

体
団清一

は
又髪野

康
績健

民
功国同同

名孝

び成

番公
老成規

白平道
海

北

号年

長年第

町８則

３

）

見月号

野

第白

ま住

含の

に者

日に

白区白

郡工郡

老８老

白

大

町第町

老、老

日

全酸
素ん

検窒り

の－町

知
道の量

海量全

北査

事結

称の
項

備乾同

堀果％％

証会り

式よ

保株に
定

規
料

添肥

相殊

票扶特

社、

功
業 内
事

険 の保

検

付の

づ
基

堀
事
知
道
海容労

北

整く

全都

表

彰

－表

７事

第知

１１

の
次
を
者
賞
受

号の

丁）１

４区目

町工丁

出

１

北目番

海
堀か
ほ
事
知１
道番号

たた

考り

也た
当

達物

筆

の

者査

緑更合

肥肥

いい

結

数 析
件

検１

分析
分果

小肥次
を

也
達

ち 検 査う

取と成

料の平

締 平お
公９

法り年

上新砂

決
り
お
と

町表月

磯川

呂篠 富

根浦佐上北
町村市

野 間津

室幌良竜

市町町町町

当札同

、
区
也工
７
達第

区
稲平

手豊 取別市
幌

平

業

産農

興村

振別

町町区

ら

リさ

社組

会同

式協

株

査格
合０
不

ーつ

ゾべ

ン

数
点

昭

査
概検

票○

証
保

の

和す
る日

敏

第
律 部

法
年 渡。

第
）

行号

同
泉

若神八花松西新小

条

俊吉晴

松谷矢輪本川居

一夫勉博雄洌

憲

前
同同同同同同同同

敏

富公

田口野川

武江秋

堆

同同同同

夫雄孝隆

美

肥

ル

素素ん

窒り加水窒窒り

全酸全炭全酸

素ん里分

量比量

量全量素量全

九
九

％％ ％％％％

分素 ○ 要他加水窒

の
そ

査量素

検全炭

の里

比

備

％％

海 よ

北 に
定

規
の

項
７

第
料

堀 肥
通

事 普

知 、

道 り

当当

物物

現同同同現同

り
た

当
物

同現

りり

たた

果

也 結
の

達 査
検

の

考



事１ 北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
宗

区地

計
了 谷画
し年域域 支

た９又の

法
庁

。月は名 告

工称

昭
示和

日区 第

北 海

定

氏代主事指

１２３４
取 又者

る所の 名表た業
所在年

はの務所消

事の

称名は日

又地月 名氏

道 公 報

税取成

方を平

地定
指

法り
消年

和た月

昭し９
。
年日

第

限限

有有

肥肥

いい

たた

会会

号

平
成
十
四
年
九

に ３

含

年
号

第
律ま

法

稚
新 第

市 ）

内 号

光

第

町 条
１

支

都田幌成

北前札平

興市

産東年

庁

１

式北月

株隆区７

会

東

社条日

告

律
法

丁
１

公

第
第

）
号

池池

社社

注の

※６
の

条

牛のバン

業業

産産

下下
ラ

肥みク

堆ぐオ

糞めイ

地ウ

大
月
十
三
日

金

曜

日

う 定

海の 規

北４ の

－ 項

谷 よ

宗ち に

道

開

長工 の

庁４ 次

支第 る

１
目

に

上 為
行

山） 発

区

番

示

現第
４

堀
事
知
道
海
北号

窒物３

告

定

素ロ規

炭キの

素１項

当り

ムよ

ラに

比グ
た、

窒り加水

リ特

ミの

り次

素ん里分

亜窒り加水窒
炭全酸全

鉛素ん里分素

量全量素量全量

全酸全
量比量

％％％％ ％％％％

窒
※現同同同乾同同現

比

量素

全炭

里分素

加水
％％

協１

工

郎 る
す

徹 関

現同

調ホ

のおの平入

次な定

に達イ

と、適成札

おこ用

すすル

りのを年付をー

札け月るるロ

一入受９

也
達

般
北 １２３

道
海

開れ開所開

十 発る発及発

勝 区地許び許

支 域域可氏可

庁 又のを名年

告

ム者

ラ業

グ約

は名受月

事

の
北

都は

２３

海

、平 道

完成

市 開所開

十計 発及発

了 勝画 許び許

し年 支

た９

法 可氏可

庁 を名年

。月 告

た

当当当

注物物物
受月

事１

りりり

たた

北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
網

区地

計
了 走画
し年域域 支

た９又の

法
庁

。月は名 告

発

開所開

２３

り
た
当
物

名年

可氏可

許び許

発及

事物ー

受月

を

競にる

入る等

争係。日項品ダ

達名６

札調の
び

下、及

以は称台
数 入

と月
」４
札年量

い
示 工称け日

第 区た及

に者び

号

中中昭平

ま住号

含の番

川川和成

郡郡公
農月

別別・２

幕幕区年

昭

町町

示和 け日

日 第 た及

年 者び

号

第
律 住号

法 の番

紋株平

）

別式成号

市会
港社年第

町丸３

工称

昭

７正月条

示和

日区 第

に 年

含 号

第
律ま

法

紋
元 第

市 ）

別 号

紋

の番

者び

た及

け日

別 条

内式成

稚株平

住号

市会

日

４光月

央和９

中社年

シ海

をケ北

）ラ
。マ
う

る作勝

すで十

施ュ道

実
政尾

た
れ長

さ庁

。成支

府

字字事
十

田田合

依依組日

北

代建

十第 ９地 道表指 番番 海
勝尾

支藤－

庁

丁５第

尾令
之指

長敏号

表項

目代日１

指定

地締建規

番取網の
よ

９第に

の役
籠

次

尾－る

第

行
発

一開

清号の

項

番 １
の

海 規、 北

定

網 に番 道

よ

長 の川 庁 次河 支 る、 走

行

太 発地 開敷

丁開
表建

－代宗

７
目発日

締第
取指
役

一－

〇田４

〇

篤

達
調山

義
正令
指

端号

に
為

治
篤

山

る
す治

関
に

す

敏 関
に

田 為

工
る

す
関

工

夫 る



格

７８

務 交札も約

落財を契要

平 規 者っ書

成 則 付のて作

十 第 決入成

四 方定札の

年 方要 条九 法法有否

北 海

６

保以以入

札説

入以証入下下札交

下 札金

にを保政財明付

規の場

消 参納証令務書

すのと則交

費 加付金」

等 よる納い」付所

税 し

道 公 報

５

札札札札
札

入入開開
入

時所時金
証 場日場日

保

所

第

３４

約海海札

次格契北北入

有が条道道執

の平を道
す行項帯十行

い成
ず

支場

れ年るうを広勝の

す東庁所

に北こ指示市

。競場３総及

も海と名

該道

号

２

入入参

達に

調納納札
入

者

物る

る期場す

す加

を

第 品日所

月

１効

十

項な

三 入 の 北

日

所限 定 道場に 規 海の札
り

支交。 よ

勝でる に

十

金

め

総すし 定

庁付）

曜

予

部。者 た

務るた

日

関

」 うこ付うとに

会を

）うす北

と ととの。い

る除第。る海

い す。免

）事道

う
。 者、

第項帯
広 条 ） は納

相 、付

市 の
か 額 の法東 ７条 当 そ方

のは条 びら を 者等３ 及

む 見、南 北第 含

３ 海

。 積地道

北に課平
送同同

海よ）成郵にに

道る

よ。。

帯場年にじじ

広合

場

市は月る

東、
番午、

条便は

３郵日合

争所条務び
３号前平

南

会時

す示入南部日

当告

に丁計

る第札３

こ
はる

。又す

と号関目課

を

成名

平指

の必

等に

海さ

北止

年停

道資

様成海な

仕平北要

等

庁

入月支
１勝

年十格

札

定

及途

書別

明が

説日長

制
と の

者 格

課札 価

計落
あ

で
内

囲
範
。 の
る 限
す

ま目 財 ） も方条丁

て
っ

た治で 務 の っ自
規 契法の

め の
約施定 分則

と に和 額令る ５昭 金行

こ 相

に す北 費和ろ 当年 消昭
海 税

規 び政る 額道 及年よ る

成

地令。 以

丁

時 目
－年

十

月 勝
合

に

舎道で

庁海ま

同北日

支着

階勝必

４十

い

告て

道れ

議総
会庁）

。

にと

号こ

９い

第な

示

示

び指

の
品
物
る
す
定
規

に
書所

様場

仕る

求す

要

価
の

低
最

。
る
よ

．

の第 方第 上則

消
入

。 税札。号 費号
．．

入詳
札細
のは
執、

部
室務

行入

送計
郵会

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

購

す続び及 在 。関手及

捨税相者員

アイ

資
の
入

一

落額て事当落での

る

者る部

札をた業す札あ

で金とかに

決加金者る

９

算額

げ金

札掲札

開に入

そ号
入等

時る額 のの

は札
、説
公明
開書
すに
るよ
。る
。

事称地お本契

るに日び
貨、

をて通は

務い国約

海便話用調

担北郵電使
号る手

す道番番す達

当
組勝言続

る十号

語の 織支

及停

び止 － の庁－

名総

通等 － 称務

税

にし）あ額なを免

定

たし事

当たをるをっ申

免札者出業

た金もか入

てて税書はる者

っ額っ

とい

は当落事に、こが

載札。る

、該札業記落

格です決たと

入金価者

書にとある定だき

札額

、、

に１するこ後しは

。や落共

記円るかと速

及係

お札に

に

載未のを

の費

、こ消

てびる

い 他
定にの

規告等

に公税

２
入
資るい

るめ扱

す定取

を札
格

一
〇
一

及部貨が
有 び会北

り

地帯る

在課道得

所計海
目

丁
３

南
条

３
東

市
広。

に者企

さ満で問か札同

端入ず消が業

れの、わ

同消

金数札、費共体

た

参積等企費

額がに見税

等

当る加もの業税

にあ

た税の免 該とすっ課体

額は者契事場税 金きる

者で業 の、は約業合事

そ、金

の消額であ者

関
有に

端費のあっ申 分

に
の件

者条
いる

なす
し

入 、た 札し 入反 た違 し

るて出 の

は 務札 財

数税

か、書 ５

の 額に免そを に分 金等
を係税の提 相

事構出 当切る

則、 規

すり課に業成す

効 第無
と

。
各る

す 条



５
入保

下 札金 札

入開開入以証

保 札札札にを

証費 日場日加付
消 参納

等 時所時金よる
税 しす

北 海

３４

約海幌札入

所契北札入
行札

該を条道医執

当）
しを幌大の

調有項札科
事所

物、示市学場場

達
速場央務及所

品迅す中

道 公 報

２
札の平係類道

入次に分
が

調納納

達にい成る
一）行 を入入参ず

競は指

す加れ年般又う

海争医名

る期場すに北

所者該道入療競

物るも

品限

第

１ 札

次 幌

の平入アイ 医

と成札調 科

に達名数 お 大

り年付を 学

一９すす 告

般月るる 示

事物 競 第

争日項品称量

号

平
成
十
四
年
九

す。
と とと

」 うこ

同同者
う 成ににる

い 平

。
相 ９。。、

） 年じじは
の
当 月そ
額

含 の
を 日者

区局び

に

。 ）積
む 木見

北札

しア南管日

関な所
タ条課海幌

、フ１財時
札科

幌ー西道医

札
市サ

及ビ目市学 内ー丁幌大
区局 札が央務 びス中事

にな１財 市能南管 幌可

又品入

等に当告札用争

要る第は類札

の必す示
指に

仕平入

様成札なこ

説資と号名中関 等

類て

年明格。又競分し

書は争

指 入月に平入

よ成札）名 札

にのを 説日る

明。年参い停

海すれさ

書金北加ず止

に）

入等 号

名画一

札の
びァ

下及フ

以称像式

とグ

」ン

札量リ

入数イ

。ト

うッ

いネ

月
十札
三
日幌

医

科 金

大 曜

学 日

９た
の 前っ

） 午も

時契
約分

に
額５

分金の
び額
及る
税す

費当
消相

接と西入 隣こ条課

地以

札 。
本

に
村

町
市

目 る丁室 す
て

よ道るかれ
支

は
又

店
な

。示格資い

る告資の
す有こ

９有をい

第を格
い

規者て。

にるしと

号
、の

るちも

すうる

定の

ク

をー

）ワ

物療
の医
道

科テ

す医ス

施幌シ

実札
野

秋
長
学

。大ム

る

告

示

税札
費入
消の
方上

名所の

相者契こ

イアイ

札

す札あに入

当落で約

金とかすの 在 る者る関

店
業

営

事

開に入る捨税

そ号ア
金をた業

札掲札落額て

決 る額加金者 のの札 げ

の器
品機

入に算額で

時

購
入中

９

札札提提

て契要入入

っ

加加出出

札書参参

入約
作
効の込望期場

有成申希

６７８

明
豊

交交便便札

入郵郵落財

にびの
規 説等及者

務 札

定
第 書よ電決

則 明付付

の場方る報

入。
第う

札）
の 保第 条
証７

事称地行

額なをる執

金

を、

入たし務は

をっ申
はる担札郵電公

札者出

す

に、こ当幌便話開

書

号号る

記落とす医番番

す決組大。

載札。る科

る定織学

こ後の事－－

と速名務

－ 。や称局

る

おに 札係し）あ

に定
金もか

い当 他及るたを

っ こ費額っ免

てた び消

２て の税て税

、

該札業

には 公等当落事

入 に取金価者

規、 告の

とあ

す札 定扱額格で

定

に る１する

る書 めいに
未のを

格記 入円るか

資

は限所

な要書者

を載 札

札

に出次

札提、

入否の
限よ成海幌

限期に平北
道医

る
。及り
定９幌大

）び所年札科
中事

た所の月市学

し場

者入

落参区局

を札日央務

交入に方

にる第 付所法札よ法条

札項 関入１
規 る海幌のはの す北札
札科所め定 事道医場認

学交いよ

幌大でなに

項
央務す定

中事付。り

市

納びか の及条

区局るめ

の海第 付北ら
道 免

則
納で 規
、ま 務 除条 財

方定

付の

等る 和
法め 昭
はと

か及管

にび財札

地中内 費在市

消所課幌

等央線 税
の区

課南

業西

事条

税１

者

有さ に満で問

あ目

で丁

す端入ず

しれ 関の、わ
に見

い金 る数札、

なた

のに 件あ参積

者額 条が

違とすっ し当 にる加も
者契 入金 反きるた た該

、の た、は約 札額 しは

入そ、金 財札の消額

加水南管

は端費の 分 務

と込条課

者申）１財

札
す書西

るを
。

と
こ

る
す

出目

。提丁

条課定

１財予

南管。た
格

西価
で

内
囲

範
の

限

目制

丁の

方に 海
地ろ 北

、こ 年

最

第
法。 則
治る 規

自よ 道
施
行

一令号

〇。

二

和下
昭以

の 規

業
事
税

免
か

る

年財

則、数税

５

効額に に分 第無金等

相の とを係

条当 す切る

価
の

低

。
各るすり課に

」
第則
令規

政務

も
を

格

）い
号と



５６７

約般般成約

契一一平契

平 に の競競

成 相争争年関

十 手入入北す

四 方札札海る

年 円円をの道事

九 決公室務

北 海

４
落

住氏住氏住札
金

所名所名所額

幌式幌

札北札株札円円

幌海

道 公 報

２３

札成札氏住氏

交落平落
者

換ロ
）ーを
定７氏

タ決年の名所名

及ソ札北

除し月名

リ
雪た
車日日びリ幌海

第

１ 北

次 海

の平落 道

と成札凍除除 室

に結雪 お 蘭雪

り年係防ト 土

一９る止ラ
グ

木

般月物剤ッ
レ

現

品散ク
ー

競 業ダ

争日等布 所

号

説
札

入
、

は
細

詳

月 定告蘭を

十 し土担

三 た木当

日

告織
所組

続業る

手現す
示の

金

１称
第名

曜

び
号及

日

キ清社手

市道市会市

所

タ区本区

石ャ田日稲

白
ラ塚雪穂

中ピ里除稲

区
三条製条

２ー２機３

央
建丁所丁

１菱６作６

条

番

１販３４

目機目目

丁

住ト市道
番売番

所ン中三

・央菱

コ区ふ

ム円そ

株山う

式西自

会町動

社９車
式 ）５株 級目売 ）丁販
番

入の車 告

札名 示級 に称湿 第

よ及式、級

２、 × りび 号

、 落数

札量、
シ 、 者
をャ ４
× 決ッ

ブ
） し北ー ）付 定タ ４

書
明

１ た海

道

に

室

る
よ

蘭 。

土
木
現
業
所

地
在 株５

社 １５会

社
会

号式号号 台号

と
台
１
車
雪
除
リ
タ

ー
ロ

蘭ド
台 室ー 台１ 。道レ

業１
ト 現

雪 木）
除 土付

ク 長

ッ 所台
ラ

交 藤レ
とグ
台 安雪
１除

換ー

告
示

第人１ 北

地４名 海

方項簿平選 道

自、に成挙 選

人 治第登 挙

録年名 法 管

条さ９簿 理

昭第れ月に 委

６７
に在

般成約名所

一平契

競
海る

入北す

争年関称地

３４５

）
換
交

札

契一 平落落

約般 成札氏住札

の競 者金

相争

７氏手入 円 年の名所額

台
１
） 康ダ

月名１方札

１２
と

宏

北

次 海

の平落パ落 道

と成札ー札 教

にソを お 育

り年係ナ決 庁

一９るル定 胆

般月物コし 振

登

称地
在
名所

和２て 員

項い日録 会

年及るさ 告

法び者れ 示

律第のて 第

総い 第
条数る 号

の

号第の者

）４
のの数

第項分総

条規１北の

第定及海

公教務海海

の道事北北

庁担教室

告育を道道

道

胆当育蘭

選

教る胆幸

振す庁市

挙 育組振町

管

告の育番

局織教９

理 示名局

第称企号委

及日東月を

２及画

商都た定

日び通京当決

株代のた

所事千りし

住

外）

会区価続

式田単手

品ンた

目
丁
３

田
神
社

競 教

争日等ピ日 育

入のュ 局

札名ー 告 道

に称タ 示 教よ及 第

育りび３ ３

落数式 号 庁札量

胆者
を 振決台

教

室室
道道
海海
北北

定北

業９
現町
木幸

土市
蘭蘭

所番
企

選の

５にび道分

総
画号

管及

、り分挙１

項よ３
平１理び

第、の
数員分

条成の委３

第
５年は会の

一 項９、委１

〇 、月次員の

三

日と

第２の長数

第在り

条現お

員

所務

号び総

会

地
在課

告
示

し海

号
９
番 育た道

局

育

。教

告庁

示

総
部
務

木
長

局
育

教
振

胆

康

項おあ

４にで橋

課
務

選之

第て。

、いる

昭
俊

村

条挙
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北者北北

る
３

３道 道総道

の察の

の数警分分警分

函１１旭１

函方の察の

面

数方数

公分館のの川の

安の方数

北 海

幌幌

札札札札札札札札

市市市市

幌幌幌幌幌幌

市市市市

道 公 報

路室

網胆日十釧根札札

支支支支幌幌 走振高勝

庁庁庁庁庁庁市市

支支

第

萌谷

石渡檜後空上留宗

支支支支

狩島山志知川

庁庁庁庁庁庁

支支支支

庁庁

号

海
北

２

平３道

成分分議
十のの会
四１１議
年のの員
九

本本

委１面面 館 数数の

の３管管

会び部部

員及
理の区区

管分轄轄

市

域 す１域

るの
方数
面

白厚豊清南西手

の
部

本

区区区区

石別平田稲

東
区区区区

管管
中北 所所所所所所

区区区区区央 管管管管

域域域域域域区区

区

管管

所所所所所所所所

区区区区

管管管管管管

域域域域域域

区区区区

域域
月選

十挙

三区

日域
内
の
選
挙

金

名
人

曜

に
簿

日

選
の 広内

域
北区

轄
管

登

録
登
に
簿
市名
人
挙 島

達

良

根千滝深富登恵伊

市市市

野

室歳川川別庭

市市市市市

寄

小
留苫稚美江紋士名

市市市

牧
萌内唄別別別

市市市市市

走
見

小旭室釧帯北岩網

市市市
沢

樽川蘭路広見

市市市市市 数
総
の
者
る

い
て

れ
さ

録
の
分
３
の

さ
れ

１

い
て

でと法

私題い関こ育

問
修修あの第

立点専る専

専》

会監私監

員

１２１

第第

対改 査成に査立査

監平
報の専 の

果学部善 結年告結修象

果度

成

方政委平

地行会
る員

自監員

治査長
結ら９

法のか年

果通月

公
査
監

北

表 海

第 ３ ３道

９ 分警分分

号

の
１

１北１１

の察のの

海
北

数

３道
１釧１

の察の

分警分

修学学るな

はとよの

学校校こい条
、の

のし、かう２

校と

営のの、そ規

運て公ら
質定最に

実最性一の定
条り

に条をの低よ

態低

いをす準件、

つ件有水
教下学の

て下るをが次

っ育回校と

回

成対のを

のに平に校局

す運総

報係
告る

措指部

監年る営務要

査
日務

結２事

す の月置導
い事 つけつ

に付に

る 果

昭

は道項 て海て

い北

和に知
基が日

の

律講た

法きっ

年づあ
たで

第じ
と

第にの

）置次

号措、
つ
いお

方数数

の見のの

てり 条

本
面
数

道

管
部

監

区
轄

査 域

委

管
部
本
面
数方数

の路の
区
轄
域

号
平報
、公て機る教お

外
成

左 年第
９
で
月号に

会し
議）す

に表
日公対

表 ２
、公 第

知。

る 、た

北北 規
第る の

条す 項
同

。北北
道道道 に

項海海海海 定

査 り
規監監監監 よ
の道

に委委委委 実
定査査査

徳 た
り し
よ員員員員 施

知 平
、山岡前

員

公

表

一
〇
四

永 成

委
育
教置 び

及措 事 事崎本田

及

一孝 に
教 度
び正榮光 年

修

係委
育



平 イ成 おてっ扱大の十 おいた入い学取四

むる。学にの扱年

ねが手つ入い九

北 海

可校授の生

ア
人て

運法業給徒

徒用人料与諸 号 の 生」
認
可 納昭方がそ、費 文

道 公 報

し幅生

契こい数校切大

設かに徒

約のるやのな
本定し下納

と変。校基
面をと、回付

い更定舎

わは員

第

るち間あ定専

ウ
教こし、っ員修

業 育とか生たが学 時授

）時 を。し徒。守校 間

号

業
時 め修授

定業

りアイ

続い学に

れ年時
数 ら業

、月 こ時て手つ十 れには続い 倍

三 をお、時て 相

日

る立お 額
超け私に」 当
え

学る和 範
て生大け昭 の
囲
い徒

る納で学金

金納９ と
法付は生年 内
人曜

取立金１

がの私付月 さ
れあ日

省 基 付和針生の研並 部
」徒他究び 準 金

理 の に年とかの費に 管

育 局 解 つ５いら金及教
共用 長 釈 い月う経額び

。常の て
び は日）的総済備 通 及

。 運
、付にに額組品 達
けよ受は合費

に
準文りけ、等の 以 用

額 つ
学管、入教の総 下

校振準れ職掛
、

法い第認学る員金の

の

れ所は積な遵定っ金
い徴

る轄学のす守員て
著る収

学庁科算もがを
めし学が

則へご定の求
あらく校適

ののと基で
とるれ超が切

記届に礎
めなこてえあで

載出定
項らるといてっな

事事
でとれなかるいたい

項

、り

あさ、どら。た。

、て員学適、

りれ教、

れ収 以数 受、数らの

け訪 上る問人て容
員 間 あ者調未い定 時 で

をのいは 未 るが査満な
生 の と時行学、 満 こ常

っ校
７と 校

人たが徒 学 。
以
での、附 ２

上校校の が

あう年校合

１文
科 いがが

学 て限数
学に

以科と

。年部ご

る
るの間

あ臣年

で大１

上

り

。るた

とめわ

こ定に

用割

分能の査活１

エ

授

り画て研

ウ

で教力教を 人、を北研修

修が費１ 有担実なの認
イ

用 を、 育す教当務け提を教

教

れ本

ね配で徴教ぞ基

ア

通授に
２慮専な収員教

の員行し程

付達業は

日

と

いの認能っ、度

な員

認学定な

。資定力た認
をて

向行定校状っ

質を
をと度お取い

上う制に
あてし。

図いがい得る

がこい

、北る、て

りう
訪制教

せ各、のる

併専

専修計

教独問度員

て連

定各事画

は 体訪当約策
分し連業が

１ 系問た４
でのてはをな

校 的調り

をは３い、行く

平 、査
画行４のな道っ、

均 計

修

万 的っ万学いかて研

にた円校。らい

行学程はのる成

う校度、補が果
把 で

必でと教助、の 円

を系握 、

要はな員金体

て修受的も 教

が、っ研

る員す経れ出行員
あ研

関こ資る験ばをっの

に

質

しと格教年な求て資
な向

、との育数らめい
いい上

専さ審に、なて
がる学を

門れ査関業い
な、だ校図

的てはす績
資ど本けがる

ない、る
校格に人であた

知る学

やの免つか、っめ

識。

。は

技設許いら十たに

行歴な、

術置のて履分

修くしの員のと
等者有

求学、て育資課し

週が
前め校入い成格程て

間

め

のらに学る確はご定
にら

日れつ式学保、と
置、れ

以ていの校が設
分基学て

降いて日が十
っで準歴お

にるはのあ
かたなにやり

徴。、５

す扱月。いよ実、

収取
前、経当

るいもり務担

料、
ど明かそ験す

なが

管よ施学

文にや入

け）
備日

第、整の

振り設式

入
学費か

算 部
にを逆 文

前等ら 号
料すて 管

学収し 省
入徴

をは

外場お 局
以るお 理

員自調

一
〇
五

確研る修員お計けな十 れをる

、、

をが無わ書 長の合むの確ら



い

校管な

学ので
簿切

ウ
備理

北 海 道 公 報

編な
織で

組切
適の

イ

第

行も

な例をい 項 ら事ア
のて

があ則っの

いが学

、っ

号

平等 成学学法 十校校令 四運のの 年営運規 九

表適の

付がも
教備。生存

がいをい保
間

徒成職え徒期

生作。
れのけ出満

のさ員付の

い簿前

導て出て席了

指
録な簿なをに

要い勤

等いっ

てはわい高な行

け、課でて

い専、なが

学程れ専程混い

る修課

教。

校ごば門を合る

。

にら程分育

のとな課区

も
制い

業行なとしを

授

が

れれ

いずいう別りけこ
ばを

る、な同生の、

に変い時徒事

幅

も更。にの由人な大

下なに

かを授数の以ら

、いでい超

か行業はな

て行特限ながえ

わっを

。更な 目 一た変い

、

ら

に
部

しわっ学

のげか行 内 次

いを

う業てらて科

よ授

適等る、な増

な料いず
も更。し

切をに変い設

定
く

欠上かをて 容 を値

が営 月適はに 十切、従 三で学っ 日

法れ
育わ

い教行

な校て
やな 金

置れ
設け

曜

準な
基ば

日

適時導

の択なるい収指

と徒切期す

です定こ生

ある員

導収

善関るれ条は指

改

具を容

意専とのば件、

そ

管な

オ

見修しみなを

の。納ににる

保
エ
理い

と

、の設付定つこ

り際

のるて。

ま指定金めい
適

、とそ額とも

た標と
な遵、も切

入ものはと
可、も

志る守認にな

学

と

者とつ運授の

望こに
らて方料な

がかい用業
にのよ

校、指針等る

学

てなら下体強定
を適導

校、らな回的め員

》学

こ、

は法ずいるなるは

と善と学

、が、もこ改

にでと計。校

公定常の

営

性るそあな画運

のめ

こた提の

質教のるっを

有水上と学出基

を育向

にせと

す準にか校さ礎

維め、対るな

るを努ら

育持な最しなる

教

行なな

っの行職をらい

場安わいい

て生職う業

に紹合定なが。

い徒業

れ行

。対介に所け、

る
無業公届ばっ

し事はに

他

がもの

料を共出なて

で
切
適の

校目指

康な画い与科が

学にや定

診い学を。大

保成入お総要

断。校作

業を

行健し学け授件

を

い格授時下

っ安て資る

健
い計な付業数回

て全

全
安
、

徒

い生

て、

し員

棄教

廃

選切す従徴う

健

。の

る

法り

導とるお

指とすて

い平にす

つ、人ま

にし
す

て成対。

は

検

別か導

個度指

、年る

よ

機すけ低てども
指ら

ち政つが

行に監いあり個

政、査てれ指々

早し改

監全で点ば導の

の摘を急ま善

査て指検

た見

告専さ行にし意

報

た、置。に

書修れい措
るす

提校不改す対

の学
出長適善

一
〇
六

施

行を実

を校を

導学査 に切すよる
こ置し

う設

き文体

受対なべう具

を

な

、、例事書的

けし事

直行に項に



平 方い定部成 でる法にに項

十 は。人従次四 、のっの年 税運てよ九

北 海

２

確、種

準題とをべ各

問

学て保さの

学点法準し

法運校、しら規

校》人

人営法学なに制

道 公 報

指

学れッ修て

わブ研い
を

運よ」実導

校るクの

営うの施

第

こ導

ら果力と教員る指

格とす

、がま認し員資
力制かる

体上た定て能
基を度らこ

系が、制の

的る北度

号

員こ員の

教る教上

す向

行う

格。研め

資とのた

制営月 上はわな目

十 の、な適三 優法け正日

く

措やば欠

遇令れを内

行な例

が附ら事

置寄な

講金

ら等があ

じ為いが

曜

て規一た

れの、っ容

日

段加

のが人校け一が

。

、永ばとえ

運適はのれ

れ

実で私続な高ら

営切

、ず公て

態な立性らい
る

つ修確、共い

にい専
校性法がが

い学実民性

公人めそ

の、法求、

て

性比れ一

置共にらの

設

が作な強

、

者

法立や、る

、私成どめ

等修専校と

令専北学こ
の

基校連営

に学各運。

営じ正

き運通適

づのを
つ

にン校に

正ハた化

適

専は礎認を、と
行ド長

う各、知定補一。

なよ

の

修指連新識す完層

研

とる充

計導が任をるす

員得い有実

画す実教習

こし等さう意と

をる施

用

定とてにせ、義活

策

修もに

し。い対る専な

教、と学のつ

、るしと

あて

修員教も校でい

研
不

の修に

、

成能員に教

はな

を実欠

査充可

審の

行育で

に教の

切、も

適

と

うのこ

よ準る

う水あ

引
手

の
営

運

導持か

指維

し
布
配
を
」
き

じ対料法しい
は

象 平た学」人ままて
、、

と 成理校を運した

事及配営た し

修 た 年長び布の。運研

正ハ会 研 １、法の適営

の、化ンに 修 月校人上

北な運専にドお 会 に長

て 開

専ど営修つブい を

。
た
し
ま

各管に学いッ

連理係校てク 催

つ理

を者しる及指に管

評がも

イ

通を、資び導

寄備
不
ア

理議適の

ずい理同な

でらてがと
場

事る、る事時る

理あ
人評任合

定に７。とに
切両

はか選議期の

数も
人わしとれ者

６か任員

者理

親まがい職とのの

、を事

族れ、る職員し
出さ評と

がて３。員選

選外のら議し

３は人以

以ら任の評に員て

人な

出る

上なし者議、選い

含いてを員こ

がし評

ない一あ含い任

れ、て議

いな理企るま
がて３い員

がい事業者
役３は人るの

、。のの

任に職人な以。中

選中

な選は

しは員以ら上に

、ので

事員切

て同で上

、
事任い

監選な
らを校し

を議しわき任

のいず行長な

記理員て

し、任る、っをけ

載事

事ば

て監期に選て理れ

手なにな

い事がも任い

了か続い選ら

な、満か

が
為の
行も
附な

い評

修称い益

専名な収

のい

の載の

校記業

学を。事

程て類

課し種

一
〇
七

。。、。



北 海 道 公 報 第

会切

理員適の

議がも

ウ
会ので

事

号

平
成
十
四
年
九

理の知理理

計っ会通に

度い事開し事事

予年て

自

の開る会催て会が

算

な議署

議始。、をいの

に議面い事押

決後評書

会行員で。録印

を

が意

いいて員け事会同

つ決を

てたいあ会れに
ない定得

、状るらのば
意らてして

過態。か同

可めをな、たい

半でじ

。

を決評得い理後る

数
欠し議な議事に

でら

入負取理で得数な
決な

予金担崩事あて理
しい

算、付し会るい事
な議

や基、にのがな総
け事

決本基つ議、い数
れに

算財本い決議。の
半ばつ

、産金て事決過

、運な

、

借ののは項を

評営い
。基のし

兼会度い者供

こ評開本たて

ねこ、も

のる

い数議催財めい

て

会てを担。

る年員し産

な三に

理をい第保

。、
事一

月
十
三
日

るが

任あ事

選が監

のり
続。評

手

金

に員

き議

曜誤を

日

記も計学
学 登い会準

立

の

就作い
をな

オ

登
カ

校
法
振 しの処校

役
エ
切
適

な適の
助 いが人

興 て理
で計法

切会成

しい理学

を産記な処や
法

記事額てに校

登理総
重変ない人

しののいつ

。は計

い任更いて会

て
事
記

い資登、基

な、を

を
項

いな収

い後産常置ない

ながい益

。毎２目にか

を務け、。事

会月録事

の

年内作所れ作業

計以

備なし種

度に成にば成

了財、えらて類

終、し

等い
則て
規しの

業成も

け、

額て教場則基なが

監れ作

ない常職合を準
成督ば成

報る時員に作

をは 酬。

らて

を人使、し署なし

労届ない

支以用就、に

る規働出いな

給上す業

も
い
な
で

しの

てて理

るかし常支しし

しいい事

規かて寄勤給
員なるる長

定わい附役
為にいが。に

がらる行

い、で報こ、対

なず。

と給高

に支は酬と支し

が
酬
報
員

も給非を

に

い酬

な報

い員

て役

し

。私準

す
関

。

一
〇
八
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な
で
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収が
業い

事扱
取

イ

第

も

経与制い

給をな 項ア
規程しの

理規定

号

下すう

昭るな

計と切

和会こ適

年基とを

月
十
三
日

。収会、

確る扱い別し
益

す、を益計収

にがい
うっ業しを

るこ行事と

必金

い、整般

要してはて一

がた曜 あ取な特理会

日

事目科しも応目業

の

と

し 業は目、、中）ご
設の た に、）支事科を
又定収 支 係収事出業目

入はし支 出 る入業に収
いに小、を 項

勘は収つ

定入

適
科大とて対目科事明

の切
入

退な附団

給は外てが他

る職い帯体

しまあのい
当。金。教か

てたる手

る給のを支育ら

い、も

規業受

。与の支給事の

て

程定し程や託

規規給

、どい 目程な

い行給程

編定なを規 内

計のるまっ与が

会成め

い程い

処基経まて規な

事規計るやま

理本理会

支 容予項程処。旅ま

や

く

４準さ欠

算をが理費

いい例

１とて事

月」れ
っ

部。があ

文うるが

日
基部。

令に一た

省）、
づに

第

キ

以理よ

。処の

号き次

基

当て

オカ
いいそ

扱な

減っの

い行も

エ

退金い

の他

がもの

部行
を
ウ

も

で
切
適

、資なな

け当て当らが

借

場る第産いい貸

るす
号な、対

合実３がが。
在表

こ資基け実照

、在
にと金ば資の

れ産本れ

職をな本
相し引な産資

の取

与上もの

給計い金

い第

ないて計いな

引し
すが。３

らな経退上る

。規給る、号

ない理職
と上本

が程与こ計基

い

を

行に当とし金

、等引
いをてい設

っお金して

をい
却な
償い

の価て

て

償却

支法となこっ価償

定却を

内人をけうて固

な資資行

訳部区れしい
取い産産わ

表門分ばた
ら扱。のはな

にとしな

校記ないう、け

つ学て

ば

て部載いをち減れ

い
て
門っ

は門しが行減価

合い２す
置

理な
経い
別

取、併る以る

入らたに

しい扱一表。上場

とな

を学、

ながい般示の合

こ行計行校資

け、を会

設収

ばうわとっを金

れ
目

計合目科
なしずのて

り業収 は 繰事）

に に）

れ入事

入収益 、
る業 大
場科小収

一
〇
九

、、



れク修て

善わッ研い

改

実導

見人る」の指

意法
営う作施を

》運よの

北 海 道 公 報 第 号

平
成
十
四
年
九が成な強

令学北、る

法準やどめ

に法各人と

等校専法こ
の

づのを営

基人連運。

ハた正

、営じ適

き運通
つ

にド事に

正ン理化

適
行ブ長

て積で

根がル額っ料確

転使い算な

拠系賃をの

のし貸用るのい

が列借

拠

確学て借料が根。

明

、支使が

で校いしを、

い人ビ多払用明

な法る

。

、的

る書運行る契が体

を委な

会も転っ理会約
と結託内

社交資て事社
が事ん業容

かわ金い長
。経務で務や

らさのる

に入営委いの積

、ず借

約、をす託る具算

契

経て理

費る統対わ理し

ず費い事

」。グ括しさ

る契になる長

をルす、

載プ別約、ど。が

記ー

通支営

し各法書共を経

をに交管出す

て校人も

い
月
十
三
日

い

部とな

の産が

産資性

おて
にし

金

て実立

いの創

曜、在諸

日

じ対料法し

を運し

象 平た学」人ま

事及配営た

と 成理校
し
法の適 た 年長び布の。
化 修 月校人上正 研 １、
北な運専に 会 に長の、
に学い 開

専ど営修つ を

及指

連理係校て 催

各管
通を、資び導

を者しる
のら補教補

てた営見や 条図もこさ金ど
いまと

３

北件るっとしれも、 運

理点補理

管題いイ

問
運》助補 性、会

法全りた

健あっ

金

るたお健れ助員助

人

の数の

と、り全る金の

教が配に交

は前、性。

は

い２育損分応付

い記

わおて無

がの条なにじ

た件

て分件

い問がれい配条

点下よもしに

。題低る
な単いわ

》しう、て行
。る

指り事にるれ

でた

て」かて増必

摘、例生

と私としい額ず

海のと
持と立さ、るさし

道維
お向も専れ表にれも

に

母

け上に修て４もて父
る負

る及経学いのかい
わ学担

私び営校るとか
りら校の

立父の教。お

全の補ずが軽

専母健育

学担性振助、見減

修負

れ図

校のを興金生らが

増納るら

の軽高をが徒

の費

営目助営
教減め図

助抽的助

補が目補

費的
で付

度的、交

制象は金

の

専」

り果立綱

あ効私要

つ握学よ

に把修に

方が

経計

てづ等と

いし校る

の保規理

計確理処

会を
制い

理るのつ

合す程に

適らな指

、か定て

化上
計る

化可会す

正不ど導

経も準と

、な基こ

は欠

れし経も徒も

営のに。

ら管、育を、る額付な

査

う校検

行学導

をら指
す施

と置実

と設を

こを

ので則

平法て

、るし

し

。個な

直行事すすた的

きよ々指

行ち政例べる

査つ事うの導

政に監に

査てでい項文改に

監全

意い

報の指てが書善つ

れよ見て

告専摘点あに

れをばりには

書修さ検

たはの

まて営
い運

の学

、、手 一運研引 一営修き 〇

お

ドお配

ンにを

ハ会」

にり

成人 、
かる。

度すす

年対ま

導す個

提校た行早指対

、にしる別

出長不い急

対切改措ま具指

をに適
、

けしな善置し体導

受

クま

ッてし

ブい布
、 。

つ理た

に管し



平
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果

格らのを的効

適な次

請的

性なと申備申や申

がいお請え請内

道 公 報

補準も象対き

ア

は

助補及の事補象まに
、、

金助びで業助者た

交金審、の金に

第

全助

あに費にて持健補

上性効

る交全使いし向
も」を果

が付般途るか

、さにの。

号

れを

で、ら果

のり限効

助と事い

なつ、上

はか

しい、月 てか補金し務る十 き。助額、連こ三 た金の交絡と日

定対よら

補交算付にか
補交

金要基象り、

助付

のにはに助付

額綱準者

金

い明額象

算お、は金対

定曜

にかみは

にて別らの者

誤、日

あがり者て者容者に

、

わ

る、とがいがにが行
うれ

かそさ補る行適行
し補て

否のれ助かう合
助て助い

か審て事。補

るを事い事る

を査い業

査ポ。遂業る業か

審の

補。経

しイ行がかが。

の的

けトる助済

なンす

交申
ば、力目、

れは能

付交査範額明

者

要付基補囲のら付請
請に

綱要準助」算か申

の綱と事定に

い

取はし業申基し書つ
提て

扱、ての請準なの
れ出補

い補の目者」け
定ばが助

が助性的のを
格めなあ金

明金格」資

確のを

付

で採有補要、らっ交
との

な択す助件交なた

高が

。

い基る対」付い

これ及自、

る握

の、ん由補父め把

目負」し

補補でな助母

る般的担とづ

助助い一

は象こ財がの抽ら

金対
、経と源軽象く
なっ

毎費かと教減的な

け条こて

年がら受育」

度管、

かる

継理実取件経とい

維のら。

続運質らの営

く、げ

、

的営的れ

益正け

、公適な
効な

家必つば

自上かれ

力あ的な

財が果ら

の要
用も

余場使」

にるにい

あに、で

が」しの

裕合

違額あ扱

助に減が取

エ
当補金

ウ

開うび事とで 費次。

こが助酬経るる を１専と

イ

う明補対を 補金図の修と

数の実助

定ま基う

算定ど
、）績

てとが

及助の反しるい

交付て交し明

び金交し

いで

設付対い付て確

施

者場、るな

使要象るし

。

料第が合又がい

用綱
条法は交こ

７、には、

おや補しし

に令、付う

て附金い場

い寄助なた

私業し北あ

、行額こ合

立立のて海る

国放道私
補専専う支道専

の講の
事助修修ち出教修

補座
事業事学学、す育学

助

に

業に業校校該る委校
会交

で要と等各当経員

がか付

あすし教種校費

員校間らさ

るるて職学

費専研連接技れ

私経北

連講

専各修合補能る

立

業育事携師

修連事会助

し確助象示との交
学が

費費

たで金外しし経際

い取を及

学な交経てて

要とる扱補び

校い付費

糧

対綱しがう助食

に。

同き象費

す第て、べ対
費

補条職様も経

る４退
お及補とに

助に金にの
対えめ

のいび助考含

金
な

扱、員象らて

取て役

生の額助のる学
た

徒提の金目こ問校っ
し学

数出確交的と題と
》て校

、も定付はと点
めののを

学求時要、定

最補

級めに綱専
れで低助

数てお第修ら
校て指条対

をいい２学
に等い摘件象

明なて条
同お教るしをと

らいも
こ様い育がた下し

か。
しれでての、と回て

に
か

たはあ、振前おるお

申実審

準、との

基た準
必

ら書のに

知請際査

を
付とな

い添値要

なの数
り

申類誤類

ま書に書

ま
請と

い教

ててな任

ししが専

補為をとの

い、

一
一
一

外れい校行及成業校手 る補興記りこりい補報

。
る算か員

。、、

も、



準扱うけ会て

取よアイ
制な

学いな公て公計い

な会度か

校を適認い認

法行切会

北 海

認のす

で定補轄公そ出

が会結る

に 現公私助庁
を監計果こ

よ 地認立金

校受査士をと

り 調会学
、 査計

道 公 報

たし実補応交調

にがを

明なて績助じ付査

員が
と確いい確金現決す

数
定で校る認の地定る

第

月

は定確の捉営補５

カ

金１

、めで定え補費助
助算日

５てな員て助補

月いい内い金

号

平オ 成営補 十補費助 四助補金 年金助額 九

根た

人うを計い計のっ

のの幹り

にこ欠士も士

事は。監と、

つとく又

門

てさ例監査な部

いと

法告経別

もれが査報る

こいっ人書理の

、てあ

お程理

れるたのに規経

準、査いを区

にが。監
受、めを

じ次をて定分

を士振け事又監と
たの

行等興る項は査さ

っの助学を監報れ

円

て監成校指査告て 万

る 以

い査法法定法書い
し。 上

なが第人し人と

に、が か適

所 管

っ切条つそ監て の

にを轄 理

たで第いれ査

項は基行庁 運

。な３て
き、提

の、づいに 営

い

長もが額調のこ

規費所

いやの十の査内と

めな
いこ兼が分確を容と

て

れ

ると務あで定行等さ
適て

がか教っなをいに
補合い

、ら員たい行、

助際助する

専、、。う

、

教当手に事るが

任担

、のどこ

員教をは業か

定を象必成うれ

の科対

金出現
義もと要果かま

の配の在

１るこ実る額

と算分基の

日がと員。

定らす定基礎担

現、か

教

の員、べ基準数当

在
内各き準細値

なを

定実課もで則と科

るにるも

員員程のあ」

定分総よ教つ

内の、を

実

数任

員義野定管る員専

運、は教

」がご員理と

額金算

、

と明とで

月の配出 十算分の 三定基基 日

と

で則値

準細数

基準礎

るにな

あ」

金よる

管る生 曜

運、数

理と徒

日

象制た職っのの

と度制学手て積

しが度校当共立

４

あ

職点加退で

教題体

問
員》入職

にを公正

助なる要認適

の績応厳認に

金ど。実

額

補含に

いけな効いをも

検助む、

補こ取こ果て

助とらとが っの見

行る意
善
改

て発とのの同額
積、と

創足な設原では

者をみ対な

設しっ置資

かいが、立象っ

さてて

い 、らる、相て教て

れ

い員る

昭は。教互て職

専員助るの。

和、職扶
支考の準

年修にのも標
、与

専校給えで給

に学
学含るに毎月

修もす方

済昭

退が共、

の率金り

金い制和

職低

共度
立

度北私

制、に

済は年
が学

い連種

つ各各

に専

報じ正会取

施を
実校

て

う

出確告てに計扱

算明

地う等よ

の化書現行士

礎つ提調こにう

基にの

。る導

数い出査とよ指

と検受行外す

値てをを
たな監こ

な討けう部る
に。

教るとど査と

るす

い

や要は実つ

員必き、

かよ討金。交
生が、績

、らりす交）付

目かれ
、ま、高る付を対

的ら
抽使た補ま必要交象

が

や

象途、助る要綱付者

的の補目よが対
助

で自助的うあ補象補
に対

、由効を制る助者
額明象

実な果明度。金

に見の示外

効一の確の

財握し直算す経

補般把

、

率源も、し定る費

助

てに》
がと困補に基と

どれ
なさ
い告
な報
い、

なも
切い
適な

不い
のて

め退立月額

が
実。

事の

る計て

改よ会え

主対校

を

適導等力

て指士協

め
うし頼

に行対依

正をに

て

うともて

扱とてし

取

、

徒あ必確

よ公つ

基に付き行うに

なう認い

礎つ対実はう
必ど努会て

数い象績、
告要、め計は

値て者報
明書に実て士、

と明に
な示の応績ま等学

な確
教基し提じ確いに校

る
補

員準ま出て認りよ法

低受難助つ準と

うて補定成

年よし算平

補度
助か制ま助基
交を度

目ら度い金準年

助見ま付含か

的補のり

。補

つ効直す要むら

に
てがに）助

い果し。綱

あ

一
一
二

をり

うに会い

よも機ま

に認らす

書公とま

文、

やをしを現をまる人

。

対

生定た受地厳す外に
監し

徒め。け調正。部

とを行査、

な、た査に

つ額

はよつ補に金
ど交

平高て金い算

、りい助

討のはの

成ま検額て出

る

、



１

２

問 保監

平 改補題 健査

成 助点 福対

十

善制》 祉象

四 度 部部

年 に 所局

九 管を

北 海

と備る

道確あ北用整す

各付のなこ

費保る専給

上と連対間どと

助のこ

がかかに象にに。

成

道 公 報

意北

業私る任し加善
改

し見専

北規立専のな入
非て》各

専則専任職い

校と常い連

各第修の員

連２学

第

少 年っ人平校
校数対 度てしを成
校での象 のいか数

者外 補るしえ年

をの 人人 助。、て３

号

厚降
度ま

はの年度

道生毎年

つ

こ進補で

、増

月 い の本

十 て 道庁要

三 単保

日

事部

る 助祉
補福

す 独健

事 業及

金

項 執支
のび

曜

に社
行庁

日

い

行らら対者乖つ

つ会

指つがて

わも、しに離

る要入導い生、

れ重加

、な専

なな率すてじ北

割向こ制い各

ど役のる

うに

教を上と度よ連

、
うつ実、対

職担に。と
の度指

のもい際制し

員
の

材で、運の導

人のて

の。退

の条校長な勤る

私教て教職

教に、、っ

共

員る立員い員金

職よ

事が法済

退と各、るや

手給学務、人制

職、種

れ常に

当付校職この度

対にそら勤つ

資の等員

員て

給象勤のに役い

金

す専当がは

付者務他該

金制い月対教

、、

事は

各な 額度た末象職 、と
しが 種っ は開加現と員

者のた加 学て 、始入在

時校お にが加制入 り度し は、入

結 、年者とて 万校、
ない 々は果 低、人っる 校と

修合い 、し 円下専、て
て とし
、学計る 、 な

交

制目金不

のを助は

。

し付）

にと交付

度的を

してし

対

り

教昭和お

、、昭て

職和
年、 員
福度か成

の年度平

利以ら

る
す

対
に

課左 て祉
い福

措

、ま

かい個的てらてし

指平し

らて別なお給の
対導成た

の、訪取り付

。

指各問組ま

導私をのす象を

を立行実。者受年

受専う施にけ
い専に

け修とにつ北月

校もけて各規

北学と向

各設にては連則

専
て
い
つ
に
上
向
の
率
入

加

るしら

め条たすとれ

置

置、検、にを

らし例し

い正

に者具討道お改

連

ま営金ま基

おに体しか

例のち要のち準

事条所 るて理基ら
道
、
は

細業 で」まはす準な

用準定
め の関

９ち必通め公者に

年づ要知てま共

が
旨ア

か施てこては

北生道北

るが

てし行いといわ

れ

則いどもま

い、規なな

事

。部にのをのち

る一
め、由広業

を定に理が
しに補

いる単と範の

除

の

、礎利て見助

て基に
基性助れ対

ま的便補ら
対。と

づ準がのた象

ち

に改福綱交づを

くを向

の定善祉」付く満

事」
に補め等振とにりた

業

整

お助るに興い当条す
に備

け対対要事うた例
て基を

る象象す業。っ

経施る運）

象

福費設経営にはづ対
公と

祉は及費要お、く
則共す

環、びと綱い原

境ま整さて

旨

整ち備れ以もと的る
設、

備づ対、下、し施

、るにい
促く象わ補て

と、者適」

る き以こた

こ る下
と よをま公は合こ
と

、 う基規ち共、さと
るし そ 整礎定づ的当せ
公よて の 備的しく施該
を共うい 基 す基てり設
例所的努る 準 る準い条
。第有施め。 は た」る

し設な 規

めと
にい

基れ で

必う条、をけ 則
）おは礎ば 定

要。に又

北くな公いち的利し
な

障

海り整報るづ施用、
供害

道条備に。く設に

条出す者

条例をよりの

う、例入る、

例」行り

いよ支第口部高

第と

等分齢 号うう庁

構等

）。配及条、の者

、特造が

」）慮びは不

にす市

以基る町定及円
設に

下づこ村知多び滑

道

海かで海

いとに事数

て施祉

福れ、福

道さは
ち

まな等ま

のい設の

祉

り

く備く

づ整づ

ちいの

」場

例う例

条行条

りを

り満上象そし

の合平

一
一
三

な進り箇が運助、の定 基をめい管的 成

、
まてを求はの備利 趣は



類が対業象お

ら由助ア

て

た似な象車で経い

れ

次に補

。のい経両、費

細に費購

北 海

補

らの祉付助対の外庫
す助

もは振要金象公と
助る事

、除興綱はと的
る成。業

他く事」、す

のこ業と市

道 公 報

るちく欠国め一事

認他

が補づとけ庫ら般業

わ

の

ま助くもて補れ的と

ち事り補い助るに

第

基は

てっ扱は新的資

イ

す準受

道、てい例、築
間るをけ

で財いにえ民

は政る差ば

号

平
成てりと 十不条な 四適例っ 年切のて 九

表異対

事もに入の差助

間か異補が象

業か差を
略る費

にわが助省あ経

ずる象）この

おらあ対
とかえ

て、とのと捉

い

が

合業るおら方

、事す

容つ補支区

理内４り、
対にと

なやの助庁々

的

費い町。制」等

理補事

と補う村た度旨と

補と
金さ助。がだが、制

助

上

のれ金）実しあ規度
さ、

交て交に施、る定
のれ一

付お付おす国も
補はて部

のり要いる庫
業助交い重

対、綱て事

象わも

とが以を事付る複
認

なま下こ交業のがが

るちの付等対、

経
も福交補の他象国め

業助費

事業条助る事補

対の等金の

業で例のも

る基象ととの重

にあの

等

いに礎と認制交複

お

上要を

ても的すめ度付

なれ、綱避

はか基るら

わをどた一にけ

市か準

意

村ら満整。部おる

町

性複て味

にずた合重い

すまなにがはか

対、さ

、上がが北事場満ら

、

な

まの、生海業合たれ
ない

ち措わじ道者のさ
資いこ

づ置がて福等融
店事場と

く等まい祉が
ま舗業合と

り各ちるの
のち等でにな

条種事も
とがづをああっ

例の業
組比見く改りって

の取
策みべらり修、てい

施

が

とを、れ資又基はる

。、

し行取る金は礎融

で趣い 月あ旨た 十るが。 三の生 日

、い
ずて

られ
なさ

みか

金

ちい
まな

曜

く果
づ結

日

費上

定準者的が基経積

る的をげ

し額一なあ本

てを人補

内いは

れな経経囲てて

のでる、

る補っ補費費

町う害めが
も助て助を

助身の

待

程 事体児村ち者て期

度 業障）で、を事

備設綱象内と運村細
町 イ

に備上とにそ営の事

助。考積て

っわの

な助

定た基まえ上い

い設当

も

もしり準た方げる

る

、いの

のて又額、はて

設助細る、

やいはを補

一る人

業の類

箇も口定基事も

て額ご、似

所の規し準

事

当の模

設に必業

たほにいのと
要を

りか応る
の方標経参

でにじも定

対段な法準費考

補、て

の基い基示上のも一
助

町

が準な準す限効の市
あ村

あ額い額と額果で

設なる当

っのはとを的

般に定配。た

た設一も

の

方的、す分わり

。定

こ目ま補

法に補るをが

適業のと的ち助

が事助

設業準

切の対やに事基

準と算定に額

な標象予

業す

の的すのさおを

も

くをる が 」害をは内除
障な実水 １ に者対１部
及害ど施準 級 お手象級
とび者、しに 又

い帳者

交し２、そて達 は

ての
２ 道付て級聴のいし

、

い

級 のをいの覚対るて
めな で 運受る障障象た
の、い あ 営けの害害者
、範補と る 要、に者者

綱そ対
害

上のし児上囲助認 障

を事め

なおう要対業
は障、）

初っいで綱象の

つに、

て定度ててなに者

い限

度

はす設いもい規の重
囲障

、べ備た初も定範
るに害

施きで。度のす
が対差者

設となま設と
に混象異タ

設考いた備
同限在者がク

置えも、
も一定しのあシ

等るの
、補のすて範るー

にが

金

う交助細るい囲料

伴

てが目
初付の事もたと

て

。事し

たちと

いま的
か

ちと
立こ

、る
はい
業

に

をの
援備
支設

げら
上

れい設基象階どの的を 市の障狭業らとなる範 要対業の。市補、害者 補整度

一
一
四



改平 善礎はなを成 意ま的、い行ま十 見ち基原こうた四 》づ準則とこ、年 くをとかと北九

北 海

確た

る実市化ていてっ

も認。

よ道施町にいて

いも市し

うでさ村つる

る求ての町て

配はれに

慮、

道 公 報

め町

が業世付あ円認市

がら村

の あ例」帯する

っは等る

ば村 た、に場、れの

え

第

給

助村比生はしての

イ

基間じ個市、い
額

準で実て人町給な付

額補際いへ村付い

号

しい細対

定ての

設しア

。海

いも業と

てる事象

り満しら月 条たて、道十 例し、補福三 のて補助祉日

旨なの度ま

趣い助制の

かも象適づ

にい対のち

んのと切く金

みつべ取資

がにすなり

曜

基てでいな

、いき扱金

日

のる

が市よめ市は村い

村か福事

さ町うて町な

分るにっ祉例

れ村十い

い福配が対た施は

ての

のに

な祉慮、し。策特

具た体認

い施す福てま

がこ施体、系め

策る祉

庁にれ

体と策的支化ら

支体示につな

系をのに

福

、
に庁系しおいか

的

。祉

細と 。市対合給た

町しに付 事
村て補額施 業が冬助が策

世体 の

、期金１が 円 の
対間を 地

付当的 町 域象の交帯系

活
な料すたに の 生
と燃

施 な 支
る費るり実 例

高等も

さ ど 援齢をの

がれ 事者給で

著

が助のる給ご額たに
、し

設対補も付とのめ
一市い

定象助のさの統
助し町差

さ経率がれ補
事基た村の

れ費）認る
ら業準基に生

てとにめ
しれに額準よじ

い補著
金いたおの額って

る助
めの隔。いみをてい

た

人も

、額たてを設個る

定しへの

市とり、設定

中る

るののな
町のの道

、がはの

のどに者

もな
あ、数

規慮

勢。口考

実る人が

参はず

を又れ

格模さ

価
に助補

考補に

は金なのた

て資性例る

も準、

祉、など基め

福

助

境海道考を補

環北ど
福他した対

整道の慮満
ま整と

促祉の、す象

備

る

事ま業ち備な

進の事
づのく促整

業ちとづを
条すの

おく整り進備

に
いり合

がの方

わ策え
施考

助が

運村と補要

町こ必

営に。 を

業細明象一

事を対統

の事確経 討庫複

道検国重

どう部

事化す

ち系示

ま体を

の

討

通ら検

を図ど

業がな
う必

、よる

てるす

しれ
の本あ

村基が

町、要

市

い準る

要お基あ

福的る

担見

規もの

にて額。

綱
対れに

るさし

す保直

定

検

のうて

者よい

象るつ

費図

がすす

囲導討

範指

取こ

直ごすのる

見業に
い。

をにと扱と

しとる
助に差

討補もに

検、と
生

必対類が

るの、異

す

な業な

がと事じ

要象似

が
。も補よ

るるのい

あ

必事る

のる助あ

他す補
に

とが等の

業要業も

事
。のい

整る他つ

のあ、

図制、

が成は

性助て

合

と

るのま

れとが

ら度わ

とで いれ

福なた

る て年さ、とま

成にて祉っ、

第 平度れ

一 市い施て市一 年町る策お町 条

五

まの 規
４村地のり村 の
策福系す計 定
月が域体

祉な。

に
１

市い部

見設望もまつ一

。町て改

直今定ものす

慮な村は正

し後に考と

引いしるの、さ

のもつ

た

討きてなよ福平れ

検

社

を続はがう祉成

行き、ら検施

るる

い補市、討策年会

市

庁をに

に各成容支望課

助を取お

し事支対、補
旨基通りい

ま業庁象趣
のの準じまて

しをか者
補範周額市と検

た実ら
す助囲知等町め討

。施

細料

る事なをに村、資

の助う

市業ど図つか

まおて

補廃業らとにい

るたけ、

助止本形れな
事経、る事

対す事態る
が業費設補業

象る業等
メ類にを備助毎

とこの
とニ似つ統整のに

なと
もしュしい一備対取

る
ち

のまーててし等象り

よ一
公認

をの確

囲他を

範ど

る成検

す助、

定的し

限

祉化。画

と度の

こ制討

定 り
にす計を策 よ
日定

行このるを 平
施る画図

しの６福
さ成と中こ円

村りて体月祉

ま助町よ

た準等適ま系７法

し基

にお

。額の切い化日に

りいら事を

の要なりに

目関まての業作

町のに

し

に的すしは改の成

村

要管、

対やるた、善所

まにの扱

、
し助内。各

補し係範い

にしのい、
と助たる囲を

つたうる
、考対。事に明

い。ち

等結
は事え象業つ確

て し複国

ま重、

しの果

と
。

たな庫



はる

に時業め事です

ア
効事指こ

係限ごら業細

のた果業標と

るをとれ

補設

北 海

は時

て市なら事度の

イ
立６限

一も町どれ運業
費上細を

方、村にな営

、交がつか

道 公 報

実般が旨化係れら助れ

施的困をしなるなのた

さな難考てくもい対。

れ補なえい当のも象

第

２
助点補っち

補題なア

問
事いがげ

事》助てわ上

の業なまる

業

号

平
成
十
四
年
九

設よ

助け取。にごをに

いいのけり

事て扱つと

民

でなにて事て住

業い

証効らの

あい差検業お

な業がさ果ず福

り事異

つ事の

がもあれに、祉

りもいい業向

らあるて

実が

年、のなてを上

３
事認道施図

間細とい、

補付従いっ等げ事設
の

て

助決来てたに支業け
おい

制定かの。係援に

補趣いる

度をら確るの

業を助旨てが

を行事認

設支化行事か一、

創う

町じ

す庁しっ業ら市同

つ平村運

るにてたに、

る例い成３営

道おい事

年費

にい
おてもはて

、、

いもの見は年間等

し

て助者るる然にのと
解て

い金にともにつと
てさい

るの対、の事い
をはれる

も性し市や業
助実、る事

の格て町補
が制施補が例

でと補村
す従度し助、が

あし助
、る来のたのそ広

りて
ま自とか有と対れ範

、

見

た力いら無考象らに
補ら

、執う事にえとを

いち際
一行趣業関らな

及旨業支

旨趣事に

趣の

市行

事合、を

びには援

果た村こ

効し町う

業致

業目

つ助事を

に補がと

と立に

て容を的

い内

月
十
三
日

金

曜

日

イて
ガし

のと
定と

策こ
提
を
ン。
イす
ラま
ドい

と
第 進道

法 にき
滑づ同

め
るし

定

、成規

め平の

たて条

国

て
い
つ

指度よ

の年に

、、すま

容ご検はら討

業事事るた

等まと討事

にたのす

件あに討意市し

善則

改

る当っつは見町た

本す すなと補せ

イ
る
す
示

来 要りるいす助て

検付よ

、画

にに計

針中る
証わ

す
討
検

れ年効

ら毎の

基

業必、
。
る

あ
が

要
必
る

効効要細

つ、継るの業
設果果が事

い確続必創
が、ののあ業

て認の要
要あ存把測るの

確結必
等性る続握定。補

認果

下

行にや。及が方助

を

廃須等限

うよ事び必法

とて年止でに額

こっ業

るいの

。は限にあつ等
定

細つたこて設

、に当

い行》村事

事いっと、

りはてわの業

、とたて

力うの、検れ事と

自い

のる

執補補事討て業な

べな立よ

行助助業すい

が効きかちう

困金額の

な性少果でっ上、

難の

支町

者格額やあたげ市

助が援村

に上で補る。

し細るの、のの

対、あ

に旨業

て事場必特趣事

補業合要

はが綱算。場る額
円

行まに出た合。が万
額を

わちおさだは」少
規と満

れ事いれし、と
助定なた

て業てた、補
計金さるし

いの、額合

な補以

い

か助細内額をれ細て
業る

っ金事のが交て事

付い た交業額

例

。付ごの万しるを事

とみも

額と合円なこ組

満もか合あ

はに計にい

捉

こ継と

る度果

、次額

あい

市にて

や的え

と続
らとみ

かこの

村るる

町

、

業っり

事もあ

のをで

ま今上まま

望事特

要て

後検。

しま年げ今えす

しは討

たた度ま

。、
助円。市て

補万た、し
のこ

限ら村く

下か町い

額

業ててか検に
か検

握にすし続業と業

果ら討

す則るた平や効
止の、表

るしよ。成廃

とたう

メ作

とも、年等測各を

検等ニ成

もの支度の定

にお討がュし

にで庁に

本る対けに必ー、

、あ

助１に性検に内
事
業の

事村
助町

補市
各

らわる

に容
択内
採業

の

が業に

、。

交にとたの

一
一
六

等し

つ円情と

に万実と

はき踏い

て引をて

いに

討

事こしる当要事検

、

あ毎を

業と通事たで業

の、るに行

のを知業り

認ま継事こ事い

趣確し

把
てを
っ細

た詳
当の

旨 、



平 の費成 はど要設対一が十 委、綱備象般掲四 託事と整経的げ年 料業の備費にら九

北 海

力託

てでの認ト自委

イ
開開を

い齟ま対すデを
タ発発伴

る齬た象るー

なが、外な

道 公 報

、交象がに託

らは対ア

お別付経交対、又

れな
。、記要費付象運は

た
主綱と要経営助

第

関法

る助執てま準の方

づ満連に

補対行いちを

れいくた性誤

助象さな

対費て事りしがり

の経

号

３

助業

助点補事

補題外

問

補れ

経対補

象のや

対》

がの間事と月 対実に業な助て十 象施齟にっ金い三 科方齬おてのる日

る助合

目法がいい補場

な交じ、対は

とと生て
い耗科需

っ付て消象、

て要金

。がに費

い綱た品目用

な・曜

な営助用内

い運補需の

日

も

ど認そとどベすがう
難の

交めのなのーる困
合でで

付ら結る事ス場
構はああ

要れ果も例の
認築通るる

綱た、のが
補めに常こが

と。支を

営に助らお、と、

運庁

ら付

要おのれい市か交

、村、要

綱い対たて町

補とソで業綱

とて象。

要成
間助誤フの者に

の

にと綱す

な省上し綱費

事明おしにる

細略、て

業の業記いておも

事）

てを

ごとにさて明いの

委さは補

とお必れ、記

ない託れ、助

のり要て

適あ経な料て市の

不で

村象

切る費いやい町対

補助いがと

な。が補な

て希の

例助金の委し

事

を例い薄あ

象とい業条

っも対やななる

となた

の

たての象運いもも

し

の、な

もい、と営もの

し要

ど

のな

補が

のい補て綱、

たに事助相

中節助い等

目象も定業金当

に科対

認

、にとのめ目の数

は
よな、る的算

基と定め

象

にと対

費象助

補りっ

の費

ても経

いた外

つし
助れ

補ま
に含

中が
の等

象い
対て

じる費まに

申応す経業

付書てなのたつ

交請 ないにい範れ意

ウ善
改

イ

ど細てなてま囲た見 が入

置対助と義の購上

基実回 付象細設

交い整設的

なが事つア

が付て細備置に

った例 と水対に

訳熱の業
てい

の、ど確、い

し費象お

接も

定内市、認間て

決

村助行補不

を容町補を

切

う精か内う助適

行を

やと業な

支査ら容こ事

にるヒ補。や事

庁すの
リの町が

あとア助市例
のっ

てもン対村あ

っと
、必をと委た

はにグ象

たが。》
交要実な託こ

対て象、区

が事、っ対

と

めの象い者細々

認業
らとなが事
々間っ

れ地ない区業な

生高ととにて

た域るこ
っいる

活齢かなおい

。

の

援の、てても

支者ら
義町た高と

事定市いも

に者め

」が村。齢認

業

際る けと事定明し

に明

等し業さ確た

準
額例

がたのれにも はで

曖もたなの は 、

円 中、 昧の福もっや万
補で

型ワ とが祉のて、

な助購

バゴ な区バでい
るい基入

スン っ々スあ

入がこ準し

を車 てと購
っ事、と額て 基を おな
り

い に 、て業バかを
万る 補い」スら大

示
助たのの補幅 万円も

基し

い消散要の事事の
」準て

る耗見綱定業業

がに、い

こ品さ上義の

とがれ、

い

か補た補曖高つ管な
・こ

ら助。助昧齢い理

・は運と

、ののと者て

象っ障、営か

通対対な

、ととて害施方ら

常象

等施

設なすい者設法、

業定を設

備っるる作の

認いの所義具の

とても

るも

消がなて

て等とい

費れ、需

品まが、

耗含
整が

食た備費

、る設用

、そに助

費に備補

糧め
る経

料らす象

燃れ関対

施る事と

、補細費

費も

付に

認精要、

に村確のやし

庁い委や査件道

支おの

にて託交を等の一 お、事付行と補一 け間業申い合助七

交す等

る接な請、致金

助、等付る交

補補ど書

助でにのお確おのら

助

に等、体位の。補円定

の要こ付

光助事とめる

交業業記綱と規

金事事

目確等

付や内載のを則

町の容的認に

事市容内

務



補ていて付

題れアイ

問

な

》助い補ない交が

点

もも申さ

金な助いる付

のい指

北 海

に
４

確助い

費る設に明補つ

たに金て

の。細置示ま

業基よ、すの

取事のす

いの準う補る交

扱

道 公 報

い図事にの

こつを備綱
象

。たてる業該対

とま
付と趣し経

、交この当

委

第

こ事に

報る対行経う費

をと業つ

告な象うな費
、再。のい

書どとこお

る。補算実て

に、すと

支仮

号

平かれ 成らるさ 十、よら 四同うに 年様指、 九

やが書て

交令のの請れ
設な

事に必あにい

付文

手要のた計い

務必要っ

条い、ま

続なな。書ま

が件面付

が件条平交

き

さ付等定

切付が図決

適

てれ添行

行れさのが

に

と申

に目、検助こ付

わ

理す対。請

つ的管討の
と実

て沿・る象・

いに

討て営要す績

検っ運必
法あも告

を、方がる報

の係

る設等るのに

す施

事

要定具定る

必のを。

費
あ、的を務

が義体義

や綱、いか

託要。旨な

接運施費除

間と実経ら

助要法つす

補営方に外

必とかてな

が綱等いる

な間見、、

要のらはど

の統、付象

もでて交対

こ助定施は

に一設要経

交

証もと対のに、

出に

経、た付

拠補の象上当

類対い費適っ要

書助な

な、に

写象よの切て綱

経十り事真節

し外う誤

必目

添費分に務に科

の

確い理要を

付をなつ処

す

求助認てをな示

を補

の導額
めのをは行経

月確をの 十認行確 三がう定 日

っ

村。た

町と当

市こに

おて

に

金

て、

いは

曜

わ績

行実

日

た

備補つすし

設ににま
ど

でのてな。

」助いる

と業綱

る象作要

あ対、
整

明るのの

、す所上

旨
しの義備

記も定

事経補

真要事に図るう

ま業費助

に綱ま業追り
しし開が要

必にたに加
い、た始補綱

要節、つ
者て運。後助に

な科業

費を委委営の対

経目

と立

に示託託要運象設

とになに

つしを料綱営

要対の必ら係

いま必を

てし

い事は

同じいっ算行て

のま業、

規てまなた定
例うし実交

則現すお事
経にえた施付

第地。、

調

必綱

条査費つ、。に要

算て要要の

にをのい必

備

づう定はなな整

基行

経務費を

きこに、事経

また

づしま

基知

必と誤

な。の

切た額

適し、

く
うた

行当

をに

理定

処確

た

アイウ

実書内

をを

支績類実に額日。

た義確い

し定明行

まの

。

い括が補わ

受なアイ行

て事工提工あ助れ

け工

い初

、たと象統要なる

をなよ度

交。す経一と

付る費

補更更け

にる態変変な

更助がすれ

見しこの変

とり費処に行
らかと把

い、

にしのを理つい

要
応てあ再を

指れに金る

エそ後助ゆ

１た令に着の指

せ月っ

ウ
、

通は

うて

よっ
ず事

に績行の以

れ運て

われ

に

で告よ報わ確内

庁報

がてが行

の書る告れ定

のみ認事い事わ

額の確

い実て

確では業な業れ

地わ了も績い

定現行完

告い

、調れのの報な

は

いかあ書も

市査て日が

が

村支ならっ受の

町や

た理 か出か

っ金て
ら証っ日。後あ

さ完たのい

い完事出事

届成れ成。実な

な成完

が報

もの届て届績い

い
が出契る提告

の提がい
単のさ係

あが約も出に

て事

た切位がれる

っ適

が

行はっい務

。にであ

切

れく。い適

わなたな

に握手対あるば

て、も

、つは続象るとな

れし
。交い行き経ときら

た

はい

付てわが費きにな

額補、こ

申のれ適のや

いにの助支と

請理て切

対庁と

時由
に書な行

のれ

指をかわ分象長さ

１業承て

令求っれの事

。いをの認い

前めたて

が

手なな超内をる

着る

係手交令

とどいえ容受

着るす付前

に業日。前

始３手補べ決着

交の、

と

決期月と助き定手

付

な金こ前 定、

事っ

し事日っのとにな

付原業て

て業とて交が

てたの則にい

い完しい

も日い補決で着る

る了

すの

のをる助定あ手も

受がるが

が一も事をる

がはけ、い広

あ律の業

綱管

い要る

て営い
っ、

が町定

の市規

もで理

る

要

た定営

っが運

あ村、
と確
とを

こ等
る領

。め

一のに

。

の拠た以、っ 補わ範な実るをけ、い さ認
。
た４あ、た

一
一
八
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及等付等

適補等査日査

に金びのけの

事切特助

の行、等委実出一

業に
実う額交託施納層

道 公 報

事指

補、村工を

は町村
成す

事や対完導

助速に

業かし

第

やての

善針務もい業

改

理切むは進

意北の処適

道旨をにを、捗

見海趣
補に行指得理状

》

号

事の

運の工額

額に

エオ

に法の要

要定図確

営確

よ月 りよが綱十 取り適除上三 得取切雪、日

たしなー町

し得でロ市
除

設施リが

施たいタ村

・設ー金

備設購を

設・等雪

曜

の等事う

等備入行

日

長活

績よの付業に局の

のい通用

報う確規務つ

に第実て知を

告十定則
績」）図

及分
びに当

額指た条報にる
づと

の導っ及告平基こ
き。

確すてびに成

定るは係
現３現

はこ、補る年、

。海事地月地

、と北助

調

適
時道業調

変切をこ

のに適届る

、

承指期。

容更に適と

内

出

更申す提

変認導に

に
行とる

あをこす

が請る
う市

場よう

たう。よ

っ

沿う導ず由況

に市町

合

等実

金っとす指書等

助

もこ前を態

等てとる令

把

付確にと着求の

交的
市とる握

規な、。手め
どす

及査町ななを

則審
同適にもにる

びや村る

しにりと

運切対のよこ

面定

方事てつ事。

用な

定っ完行

に行、を

綱を
真い

るい写て

めて成っ

をのがも

件も等る

要る
さあ

認あ付が

確が添の

に。ずた

ずたれっ

せっ

。

ま う道適し

にり

通額補切まま条い

た、基ま

知の助なした

等理。必づす

し確金処

現

しに交が要き。

ま定
た規わ応地

た当付行に

等るて査

っ則れじ調

。
はによ同を

て

通北づ

そ書を要基う基

き知海き

のに明領北づ
道適し道適

場おらで海
し補切ま補切

合いか示
すま助なし助な

、てに
そるし金処た金処

交、
決のよた等理。等理

付

付行

定経う。交が交が

事規わ規わ

の過、付行

際及

通や合をも

基う場情い
の

海き知むに聴の

北づ

得いのみ

道適しをつ取

助なしずて上承

補切ま

、真す

金処た指は、認

交が前市にる

等理。令
手村むと

付行着町やこ

規わ

業童あ意北に

エ善針

改

う規行

細」送っ見海基

知第て

北づ通則っ

、基
の購のた事送

イウ

海き

て使細入業。細業に

い

る等る

のび務則れ則れ

由理によによ

決理処等

に

い加い交はが外ア

定

ら承使細

補しで換な、

則れとかをと

助た、し

る事な、

等るなら得し

によ

助

の記い置理補

イウエ

まで
間整高法も老テし

た》道づ

と団たお

こを

、

業お用。補き

事に迎
て車金適

のいに助

動既を交な

移、両等切

童の用規産 児存使付財

車
童て及管 館児し則の

購
等る同・ 両

館いび理

車

のの用営 入
へも運運

業に両

消用事事務事」

」般のおを

防が業業全

のとににい使

団主の

、し

行なホお使在て用

し福対て

事っーい用宅

ヘ、て祉象い

へてムて

使るル社いサ者る

のい

外の

用もパ会るー以も

のスのが

等のー福もビ

動協が車者あ

、が活祉

的っ車議あ購のっ

目あ

さ業

事財交、な認用事

」受れの

業産付貸いを

、的付旨けて

には目し

よ
りにけのない福
もバ

取支反し補いる祉

条、のス

得庁し、助で

使は件次が購

し長て又

又承用担をのあ入

、の

た業

は認し保付とっ事

てり。」

効を、にしお

け渡しい目に

用受譲供

接備齢のの人レて目

の

ど

補を者規がクビい的
もお

助行等定あラ、る
ピのり

事っ福にっブコ
初ーがの

業て祉基たの

く度機あ使

にい寮づ。

いつ登設等っ用

おなに

行

てもい記備）たが

い
、のてをを。

ラ人れ

備が、行カ個わ

っ動てオ宅て

品あ不っ

、ら
帳た産いケでい

台

っ貸付、

なに貸ず

と体
た簿

いけ当用

て付に使

、いてな

がてっも

るし
契た

雪も付っ

除る貸か
結

タあを

ーが約。

ロの

事児が方が

リっ

道適
海き
北づ
基

一 補切一 助な九

っ入移た

交が
等理
金処

てる的お

。。

外た両会 等。登な装管な増なし

則れ
規わ

付行

。
ーたん

によ
等る



場体検査

多指くの総ア

監職もと査公要

く導、

」

事督員少しの益領

の
務にになて実法

北 海

担こ

主所総所うて人る

、当と

管 査管務公。は
に担のと す ）課課益）

人お当主し る はやの法

別他職

道 公 報

１

改指題要督と

問

な 導点指な建体

て

善・》導も設制係っ

所、主お

監・の部は・

を督監

第

対 るる庁こ設査
建監

３

の。所象 こま場長と部
局 。、に承管部 とた合

公 やあ認の

号

平なが 成さ補適 十れ助切 四る事に 年よ業使 九

検い

を十対い必施人と

し適査う

分分すこずに

研かも切実。

掌なると

て間修ら十を施）

し時

領は

おをの、分欠要で

導はも、

り割機指とく

、く会

下常

公こや監言の以通

絡体な、検

益と連督え

人難調制い査

法が

て 課

、

のし整は。検と

員及い

段部員のけ職査

設へが許る

が

けの担認担のびる 以

主、

下 ら連当可当事副
分査担

、 れ絡し及係務

て事てび・

職

所 い務い指主掌と当
て員 管 なにる導査のし
に処は 課 いつ。監の中

事制公理他 」 。い督体

おは務と益さに と

なて

査り
、、をいし法せも

務事の成）、

事督管平
がこ 要の務公

４各を す執の益年、れ

る

体行人月々統

行執法
対在管す

制体に現所括
課

つのす、する 事

に制

て実指つ分

い充る９る

項

必監課型・

が導の散係

法設 をて得益建 むっを
うの ず、よ人部 得はる

的条町導 目助市指 、補
指事 のにを督 外件村監

とてすに 用っ導務 使沿

うに用

い な支るつ

月によさ 十市りれ 三町取る 日

町

指た市

をしう

村得よ

す設村

導施

金

こ設指

る・を

曜

。等す

と備導

日

知
通

う

て

措
る

す
対

に
左

。
た
し
ま
し 道適

知海き

通北づ

う基

た金処

し助な

ま補切

し

ま

規わ
付行
交が

。等理

違にた

帳れ課載に差確

」ばの内つ

公切め

を報の処の適ア

あ益を所、

通告等理が

置

知書、が

にるた

づと文期等いっ

をつがり

改通い認書限 ぞい査っ

イ

善常てめに 検、れる要た

対３って う
によ
等る
則れ

し年た

容いが把、

時査こ

臨検

らちにてあ握過

となう

度

うな７誤、るで年

い

のるの

。いつり所もき

あ課な状台

）がのが管

所にるにど態帳

を、課

保

成管おもよ、にが

作

人っ存

し課いのっ法な

同記のてさ

、でて、て

る台一載実おれ

保あ、

い

し９帳の内態らて

存

法欠管

なつの項容をず

た人く課
公 しの検適っ
で。管もは
益 て文査切

管果な理の、
法 い書結

益管

も理にい台公人

る

づのの法理

のに基も帳

帳

或切く、作人台

、適
善は及実

いを改又成の

は欠

保把下

法い等不び態以

い措分管握、

人ての十

い、、
らる置な等の

か

めて改報

等検、らよ定
必ての善告

の査特れり
と要改報等期

措をにる
善きな善告の限

置実改
し等は指結を措を

の施
理たを、示果求置定

処

な

が後要当を、めのめ
告い

適、す該行今る報
とをで

切検る法う後こ
対と求検

で査事人との
も応なめ査

な結項にと
しに方っな結

い果が対

。査法１が領も
もにあ

、に要人名、にの

て間

いあ

平１領の以理従が

立の適っ

成回で理上事

、及ち立切た

９もは事

度わ検び会会に。

年行

せな施

かな査事わが実

っは局るいさ

らかに務
の合て

年た、職も場れ

の則をとない

度も原員

はと
でがとそしどな

ま

実な務

を少義

査、を

検

い

きもて

でとけ

施くづ
１、

とにが

こ年る

る３
通上人

、以法

し回１

と

けの記目に正、な てか果のものもにた台 れて検かの基る、、針 常行にのあし

一
二
〇
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査検的検

う検常画

アイ

実の

査で要査に査

検上
は効領は

道 公 報

連め

て法す徹充にや努

す絡る

法平人る底実対
せる調必

人成」適すさ

を切る に
対年作でたる関整要

第

可１知括は監あ意
善

改
》

月 認）事的不督る見

可に業で十事。

日 等示及、分務

号

帳益

な。台公

いた方
イ

せ法ね合が底

、に法

ど

務月 局て人てで立す十 職行にいあちる三 員うよるっ会必日

もよが

をこっ場てう要

。はも他うあ

そとて合
理人。

ぞ、あの法る

れ
れ理る金

名が、又対

１事が事に

曜

上務の事る

以事こはす

日

制なす施

、果の少施実

必あ

人な定くるに

法的
対会旨も要た

に機趣と
十年あて

すでを３がっ

。、

指る分にるは

るあ

人

監とま回法

導こ踏１

理

をら、上の

督かえ以

迅めほ係のが

行、通計

し速にか法場あ

す６成
にてか、、令をる

る月
導新いつ庁所等設。

指

習る

監たる統内管のけ

統課熟な

督にが一を部

事、し

た工

務建公た括ののど

る務め夫

の設益指す事

人監機担、改

資部法導

と公に督能当研善

料の

でで

し益対をを者修に

内会態あは

付 のすび実

用 総 務容計をる活 け 事

告りとさ 務 にを報よこ

い羅」的かれ 第 つ網

てしな確らて
日な 総
」てどに、い 号
いの把
の実 部

昭る内握常い 務
のがる指態 長
和も容す

記人

、

年通の概に導に

適れす

にさ対

理載に

管

府

欠る道

をい都

切てる
、事

のは知

も目県

く項

あの

が

確導。

予前指た

っ地許

前文底

査や徹

検認を

め

と

ち通こ

立でる

に書す

いすと

会知

努平施計こ計て

にアイ
査

め検成要画と画お検

領をか的り て査

実

おの年が策らにまの
。施

り実４改定、検す

のをに

ま施月正すこ査

れこ要行あ

すに公さる

き法、と領うた

。つ益
ま人検とにこっ

導的

充催造お担と指極

も監に

指実の改け当と
にに督参

導に公革る者
料会、事加

・つ益推資
本を議公務し

監き法進
各部活内益担関

督ま人
て部道用容法当係

事し
のは連政しの人者法

務

等

執、絡改、周・会令

るし

行総会革部知関議

、
事どし

のなま

者

知がに

て題る請例

い問

て

》認の事あ基

点許も

っづとは

し検査な基と

は実施たきし、

て査実

管が取よの認

イ許
２

、

等の
ま課生扱台り検可

団に習

体務議部内を与
る体積熟

制部や会実図

の主構に務
出作るづ

つ届にす基

ア

めな
た切
る適

台い るを握

検あ示把

が指を

、

の、たき

可はっづ

査

かに則

め人合原

た法場
て

務、、し

事らはと

の

変道箇

理款海１

処定北
内

延の政以

遅更行月

が

的討及

て可続に

し認手

をの確をび

たにじい帳

っい統作に行承

、よな

・

帳てよ一成把う認

台

で要届

の記うすに握必

必いきが出

作載、るつ

容載要てるあ等

成内記

事

あの要が、よるの

に

人、務

た取領あ法う。

い定。の記処

っ扱をる
態内に

はにめ実載理

て
永

帳て等成前き
、差る

、従直台年

のはにしの
必は存

載法いす帳保

記

す

容か速要北を

内人、
のかあ道る

にらやが海
、書要

り直にり文必

誤

あ

あの正新管が

が近、
告なに規る

る報確た理

務
に事

の及も作程。

も

め
機努

なに
的理
果処
効

あ
こが
る要

あ必
でる
会

る

のと行す
ら。

かる
と

らとと

果めとこ

結認う
法

にるに、

特れもは

、
にの運

善きそ人

改と、
改

要書善の

を文改営

等
要措を

る必の善

すで等

い申条申

事

一
二
一

前定例

イ

所違等が容つ

ま付載台記めを

き日記

知ほし

しけ内帳通た示

務の作にかま

て総容の

管た

、部統成よ、し

は

をつ、理。

平長一にり

にびの成に

成通

継体てににと

者き行ア

異ぎ制台は、つとま

が

、

動をの帳、新いした
し台

す徹改の直たてま
、た帳

る底善記ちには
成永。の

際すを載に作

り善し年記

にる図誤改

をい法度講も

、

はなり

に行て報人のじ文の

項

つ

つい報告に検ま書に
理き

い、告期つ査し管
。にま

て改を限きにた

しい適し

は善求をまお

まめてて正て

、のめ定

め無しては必をは

改有

項な置図

きをと

報つ談う

に面行
に

求しいも

をま行と

告
、導改

ては指、

めて、

知図き記台

な法事善

い

まし内の

年にりま載帳
を式

月りして容様

６よ
、たは

、どまにすま保載

。、

す容

事、しつるし存内

と台るに

務事たきとた

執しも帳こつ

の務。ま

当

てやたい、要欠、
引

措て該

文方。な平ない

置い担

書策か成

指にっ

人項を
導つた年をた当

る

た当確す

っ担の要

か
人とを事

法者認
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ら収て

いる業収かびけ

予３支い

る届も法年支
開算箇計る

も出の人度

のは始書月算が

の等に

が

道 公 報

な

る基な更もべ欠置せ
たけ

事づらにのきくい
のとれ

項きなお、書も
ががきば

に遅いけ届類

つ滞こる出

第

法の法

可た平を可たも

し事人人

ま、成要の。

で平

処ら、

に成年て務かは

２い 約

号

平請と申 成にと請 十対さ書 四すれを 年るて受 九

、で報

あ もるをく）業

の、限財半告

っ のと期

に及

は 、事内団数書

て

計受人満び

３ 平業に法

画理にた収 法 成

人 年書しあな支

度及たっい計

のびもて状算

に等 ）

事収のも況書 ％

務支は

以書、
処予、と法あの

に届内等全

あ期、前を

遵則翌出にをて

っ限規

法

。守で年、前報の

た

事度す人

の、度毎年告

め事事業のるか

た知の

業と届

にに業年事こら

し画開報を出

検対計度

務は

をて書始告義等

討

び日及づ行

要毎及の書

なと登の不あ又な

す事

てくと記際足りはら

い

い

登知さ事、し、変な
しが

記事れ項登てま更
、た、

しにての記いた
も監と未

た届い変簿た
本の事き提

と出る更謄
が等なをも出

きをが届
理未のど増届と

はし、
け事提添適員出な

、な
則れの出付切しをっ

規
民

にば変のすをてさて

もが届法

４年月た理の

月月日の遅出第

箇６２

を１のが延及

て報及

要日認あしび条

申ま、い告び

しに可り

て
い請で定るに

の切に

た書に款も適条

受８変がを規

もを約の

くす

、理箇更あ欠定

の

処い理

、
まし月認っ

月理るし 十をが、 三し、平 日な平成

け成
年 れ
な３月

ば年７

金ら月
日 な 曜

こに認

い日の

日

変書や

当の守態制付速

発改更類か

該ですがの

法ある

で

事等出法い限善ま

改
更に

業に等人なが意変

出かを
年努がにい遵見

内予すら２

限こ正以支

行に算る、回

内とま施

則法い会らい決
にがた

しと人の等ず状会時

と っ

てしはでを、況議期

届がに

にお出

告て届

報

しにが不届

人り必生善

十がな努未足出

の、要

を

営分あいめ提し等

運

とい行

になりよる出て

所要なるう

多注、う必

を後管がっもよ

大意今

法

影払、課あてのう

な

るつ人

響いこのるいに

よ務もいに

を、の事。

す

ぼ限う執のて対

及期

守》認必
すをな行、は

す管さ可要

度力期対所

てをる課れの以

開し限

の

前い超指がな申上

始

要書時

にるえ導多い請

改こ因の間

開法て・い

がる善とと受を

催人い

す

てあこのもも理要

し

っらる

期ると指、なか

を出て認こ

限一に示届

でい行等い可と

内方つ

と
届、てっのる決は

の

管す

完揚、さ提書こ所
を課る

了げ規れ出にと
い義のよ

すら則、すつ
ばて務指う

るれがそれ
ま足、づ導定

こる、れ
成でり事けに款

と。平
事た業たよを

が
困

、正

難年業事年もり改

開で総し

な３開業度の

後画始あ会、

実月始計

態

回会

に日３及前るの総

多にのに
あに箇びにこ

催くあ開関

、て理、開
業すのる催連

届社事事
の年る法。時す

出団会

に人承度必人期る

等法

国う

必は認開要ががよ

あれやな

要総を始がこ

な及るに道法

な会得前

出議けびの対等人

提の

予、

書決れ終に応のは

かて算特

類でば了もし

らにかいのに

は、な後

期期

い、の

つり等
、財

全遵遵

、がが

も限限

て

て

のれれ

人ささ

法守守
いい

割なな

７いい

約て

厳事体添、る

止。要

に

も

法てち

係導異ぎ制い直

徹改人いに

法す動をの

とる底善かた、

令るす

該

のと際すをらも当

等

届に法

習もにる図のの

どま出つ人

熟にはなり

当事、し等きに

に、、

出届、て期。定、
努

担
の務

可実
認、

許は
て

と数を

理に
処者
務当

事

総わな議期る改月収提 ま因原団な

一
二
二

しし

め該務事たにま対

執切て、

る担の務。適

う者き行をは指

よ当引

し
に対

指が継体欠、導 し関
ま、
きて

つ



平 イ成 活のるに費可十 動指事事要、能四 を導業業す収な年 行監をる益限九

北 海

をア
要に業年のこ討
６

す設よを度存とに月
間日

る立り行に続を時

も目、っ実等指

道 公 報

３
点目

うの性しに公題
問

善法》的

総改質を改益

をよい策人事

会正に行

の指っ、をの業

等

第

監行

防な行わここ導現

か督の

止事体所れとと
、ら上規

で態制管ては
る指、の則

きがの課い

る発改が

号

たの、

導ま出足

指届不

り

う添に備

行、際不

を

っ督付除経事月 て基随く費業総十 い準的）費支三 なでにに管等出日

合費除

かは行適理を額

っ、う

固）出

た公収す、く支

法を事定の合

も益益る

の金

産模額

が人目業資規計

あと的の曜

入、次

っしと実購は、

たてす施日

の的平て施に導をに
。

し散

の成いしつし要解

てがたす

主７なたいた

法常検、こる

な年い通

業以人検討法とま

事度

ら長

を降に査す人かで

必お、期

終は対にるに

、り要い平間

了実しよ

た的平、のて成、

し質

事 こな成法あ、

運の

と事９人る検年業

は則討営実

開導て規検

及

回る、をすに施

催す

正必すび

数か提改る対

増又期す要る事

を、出

あ導の

やは限るが指業

提つどるに運

す、にな

いに

、出い、。つ営

か
款類見やて改

定書て速

か導所公に
等の直か善

法に監管平定

も生善、
努人つ督課をめ

のしに
いめのい事に期る

でな
りよる事て務よす期

あ

を

、う必業定のるた限
に遵

今所要運期重法め
にも守

後管が営的要人
項対、し

、課あがに事
握です法得

このる適把
にすある人る

の事。切

う執行るる指がよ

よ務

人

と書当法

こ付担を

、

示

不関指

のがに

。類者
をこ

に類る

等書す

備係
はしよ

て査に

い審と

つ

出

規計ははの提

、、り

書や事由す

則画、、理
開記こ

を及む業をる

」

と

正収得始載と

改びを
計事３たし

し支ぬ後し
月類し

翌画情ヶ書ま

、
度にあ以をた

年書が

まに部け法

き等務付益

りおの

出しよにで人

届
等て
導て事立

のは指い知設
所び

出各を平の及

提、

管監

期団行成

限体っ
ほ７属に

のにた年に督

るてるり

すしめ図

遵対

事た

と、、し

とは等ま
行

、法施

に係務。

も関
習の

担の制

務等体

実令

済中措

とえっ共る過

当

限と過事る

イ

すてたな めまの下大指の割

い認

とにえ

のつる内添。

て

業てきそて

事い
あ人理善数人上さ

改ア

関
るあ事を指はの限れ

文、９るす

守しか月す
施を

ウ

つ書総日公る

に

必がす行

会競いしが業

に善

者熟改

指経合るい

期上るが

対努を

に
繰でが

、業法

るい。お、間置

こる

の団で間

ともこ界人中
り人

なが内体あ法

との

の等 っ

」、に て法

人当導い

い人法に指つ

る

、る督は

が社はた監て

こ法、基、

、団

助わの人

れ人互い準法

らたみ限と導う合
を）

れ、でのな監ちは

、

理

名る定下幅っ督、、
一事

以も款限がて基同

上の又のい準
るでの現 とがは設

数

なあ寄定名もは業在
のの

っっ附が以の、界
則関２

てた行な上が原
あ お。為い

者の

りのも名っと係分

。てが１

、規の以たし

に上」、占以

過定、内

公っ等要導、実とて
大

る

益た役す監法態下い
のが

事。員る督人か限

事見幅、

業のも基のら

数で業てが理

の定の準

き等

合、は規適大事

割

理、なす役

が構、模正

の

い及事事数ぎ員

低成

内しい定

もび等業とな

が任員容、こ数

の選役

営るっ
５等の等かとに

で利妥て

導済し場と要
めあ企当い

監情、合認
はらる業性る

督勢又に
競、れととがも

基のは
化合公るさ競乏の

準変
はにし益事れ合し、

で

た

、よう法業てしくま
っ、

事りる人内いてな
るて自

業、状と容るい
、もい主

内営況しへが
改目のる事

容利とての
さ善的、事業

が企なふ

る２人

越あ、法
、業っ

た

差とのっ

支こ分あ

収
合要満

の必未。

額が１
て

のるっ

）あな

計でと
ても

のれる

分さい

２と

超あ、ゆ経に

１

一
二
三

つとつと上限と理め下 等事実業で

、

法で定法 以いの社とてわ



いが

と処及てるての

イ

るとなあ

な理公びいこ

法支とにいっ

っし益収

てて

北 海

規い財つ準

びさのおア

て定て務指いに

指決れ
等いが行及導て従

導算
督のるなっび監はい

監

道 公 報

生充れ定で理も社の
も

が法

じすた款理事の団

等役あ人

たるも上事等

理ものの

第

た

公に監はが委中じ

ウ

にと

正つ事指、、任途
定おき

さいと導総欠規

をてし監会員

号

平
成関こ者 十すと以 四ると外 年抜しの 九

ど。

いい人計きななた

書、て会

るる会算はっ

、の基等併い計

がも計

てが理

企が準はせる処

っは特総、に

業あで、

れ切

計た、別括こ適

会

支計ををを

基。収会表
成成く

に予を作作欠

準
、

り書けすしも

よ算設

原適

基重がいて会督、
準則切

準要、にい計基
理でとな

の事補もる処
のにはし会

運項正かも
わが適、て計

用は予か
のらあ切財公処

指総算
の決ずっを務益理

針会
は議定、た欠及法を

で

う

、決を理。くび人行

計計こ

予事、事も会会

款にに基と

算項定会の

事のと位の員っの

及と

。事

及とみ置役のた理

けを任会

びしなづ員選

事総。が選手の

監、す

しき営

の会」不任続運

おし確てにで

所にと明

切切

団いてない適適

属

る議もをを

体てい評る

く

ら任も員の欠欠

か選

いは

、、

補さの会等く

なて、

確はて督で補の
手い理原

保当選基選充
す続内事則

す該任準任
はるき規及と

る業しで
い、こににびし

。界て
係た社とつお監て

）関
よ者。団といい事、

に

欠該

り以法なててに当

て定員欠

、外人っ、、

のの

生を

法者理い款任を員

本、監
人を事るに期

月的そ事 十法れを 三改ま選 日

こ

待間る

をのす

革で任

て、と

っは

金

応界よ

対業に

曜

る係て

す関っ

日

意

覧こ大公一導き善
改

督い見

のれ部開部監な

請を分のが

えす資

い営て及備供じ

財てる料

こ利い情指び

管ポな基営
と企る報導

い理ー場本利

と資収高
き運運ト合財企

し産で

て 導

なの年法産る水株指 続

ウ

っ水度人取こ準式

の体作基状》

指に的
保

の

が覧法制成準態

求閲

整れ従も

あさ人はさに

たるびってっの

っせ及

な資あ

場こ所ていたが

と課るい料っ

合と管い

情。

はなにもこのた

に
ていのに報

、っおのと
資り開

則いて、よ公

原
を

しが情料、が

とる、

と備

と業も公監務置こ
、、え

なのの開督にき
す原まて

っ設がで基関
でる則た置

て立あ改準
をは資と、き

いにっ善
。要、料し所、

る関た

、っす公をて管こ

がわ

にら

６てる益主、課れ

る般おに

法株も法た一

をは事のいつ

人式の人

もて

つ保、務閲てい

に

用フに産業
い有業所覧

益でォ限との

、現る用
能があリるし株

当金可
建性得るオ。て式

該、
人物がら場運）寄の

法

有

の等高れ合用及附保

健）くるでびさ
行

全を、方公あ財れを
場っ

な除か法開る団た
人合て

運きつで市こ法
がにをは

営、、行場と
通明お除な

に元なうを
産じらいきら

必本る財

にが得とをの監
要がべ

とお実費が超保督

て準
りしけ施の望え有基

お

で

、てるす合まるで準
善は

運は事る計しも改
がを、

用、業事額いの
要公

指原費業のと
し 針則、に

法

でと管不％て法す益
も人

はし理可程い人る
っのは

、て費欠度るあ

下、た、

内、及な以が

当定でこ。原

部一び固

て施

監い実

導つな
留事

で公要

準、必

基はに

督

と

い業度

、事程

は益な
かこ

る切る

ゆ適す

わの

て、報の指で

部つと

内

な
、

てし務にに同閲
、

則

、

な回くのるかて、 留継に保業該資あの

一
二
四



平
成 で規当規る十 あ定該定。四 る等法を年 こは人変九

北 海

は

図らる割当続的会

ア
大、

ら、法合該し民に
上き理

れ目人が法て法

て的及低人指

道 公 報

行の導画

るを度指計

ウ

行な

要施っ通を的

必実

がすて常

第

導

法早る出にたに指

イ

い監

人期必公額つ事つ
のて督

のに要益のい業

運発が法２て

号

のて

長なそ出

いりが

ア

と適の更

間公法く

期い

月 か切実す十 らに態る三 、定をよ日

し導

事ら握指

理め把う

数必上る

定るたす

のれ

金

関が定要

に要で必

曜

るりのあ

すあ款が

日

い事びいの導理な事

、

意

る業自な改す事影の
力思

なが主ど善るは響
表を統

ど営事の状必代
が機有一

の利業法況要
把あ関しを

事企で人の
つ握るで、行

例業あに
公いに。あまう

がとる

る合益て努りた重

あ競

理な

こし事、め、、要

継外事場

とて業今、対

るい検っ取

、

かいの後

のこみ

る妥る査た組

あ

に努

性人際とに

。当法

り、

乏つ文よめ

がに、
当の

くてに、そ

しい書
法改

っ平る該後

な、よ
がが

事９確人善

た成的

あ人分は拡、基

業年な

しるのの、大当準

営見
況、。行１当又該の

状

人用

の解う未該は法運

人部の指

不散事満法内

費なの管実針

断等業と

把指のっ目理態に

のの

応い

握導規て的経に従

合のじ指

にを模いに費

総法致削て導

努徹がる

、す支人し減、す

め底

がそ

わ法格お

に益人る

て、用が

っは悪れ

た人
るの

業置れる

事放さあ

をこど、

動るなで

活す
害、

っに弊後

行との今

な摘

図法しあ続指

てよ

改ま指おを

ら人、りき

け

た部善す導、受

れ内

でて事た

法でさのし理

も検て、ま定法

人のれ

りがに

あ討い今い数人

時いもま過つ

りにな後

ま

理人よ

改ま改指法に

ア

の状し事にり

善す善導

き導

れで況て定つ指

さ

把い等まし

て、のま数

結

な後握りにした

い今

す善は果

いもにま改て

人引め。を、、

法、努

人

い今準て人に図法

ウ

れ内

な後のま営等よら
指た部

いも運い利にり
き導法の

法、用り企つ
とまし人検

人引方ま業
。競したも討

もき針す

き従合て結あに

あ続に

間

ま指いしは果り時

り

りに

イ

す導、て、、ま

事１、、ま時

るのは果
がを

と業以文改す間

こ

の等が、要

と規下書善

、

まが法に図法し

し模

りれ内改

し総人よら人

。出つ指た部善

た支に
額き導法でに

き、

法年づめ

毎基努

ア
運事的切

のの、適

人度
状導

に結な指

営業確な

ま告の徹

き報況の

つ果

。とま

す間法、す大き

、要もきごし

がを人引

き、要文改

団更
社変
の

る等が

あ続継す書善

も

が

あてず要て要

りき続

い文改すを
り総総が、

督導る書善が要

の監指

、

、基し法等が、し

で

、

占をにくす法れは
ウ

の至
め超不、も人る社

２したも検っ

のまし人 把底

理
イ

分て結あ討て はにに図

てど握を

しな

、
お様
に同
人と
法等

、

で
の項
算事
予要

る重
け

あ

定会
、総
はり

定あ
決

で以る人る

、会会あ法

の合対

員選外場に。

欠

関定て

補す機のし

の任
お等切

できに款適

充べ
て取指

っあいのな

あで
任いを

も、選扱導

てり
るつう

則むすに行

原や

え特そののよ団定
とを

割て定のと実う法款

る

変

合い多業な態指人の
お更

がる数界るに導に
るけ等

、法ののお応す
た必ると

理人者みそじ
が適要理同

事にののれ
益あ切が事様

現つ利利
のやるなあ等に

在い益
は実親こ改る役重

数て
２、現睦と善。員要

の

選項

分積でをかがの事

ち
う
の
事

の極は目ら図 者
係

関
の
界

業
の
一
同

、

款の
事に

支員お方行理人
法

てのて会つ

部をい式っ

毎選一 に出役実いのき二 総し員現ま運ま五

。にて

会、をにす営し

開の出け改は

をそ選向

はこす至当

し得必い必

し、とるっ現部

に法ま
にた会等こて在の

よ人
指つが員かとお、指

り

に

導い、がらがり当導
法従

して他全、難ま該
ん人い

たはの道臨しせ

、ら任で
結改法各時く

人り役ら法
ウ

１的な指
改ま員に

に指員れ役人
選き

きし選しのつ

つ導
し結お。任ま

またにた

は、て改て

て果いにし

当現当数ッすをけ
イ

が
員

面在部ブクる縮て役
検構

や、のロ毎こ減の
る討成

む当指ッにとす
よ」をに

を該導ク一に
数っ方行改

得法にに定
割のて式っ善

な人従分

、る程

てりいる
いにい

理

会くとの

、多こ度

は
方慮数

が地考事

員のを

代すて善、

道支しを

全

検要書

し議るのを文

催

よ

代会等討すに

て員」

総、。に、
議にのをる

がにに会改お

果善人地

、

て地

一図つわを善い各

催はは方

部らいた開に

、平、善は

、

のれてる

善要文

文成改を、

書
よ度図る等

に年がす書

要

とお、し理、のてを

考い、事総実お
る

えて道各を理現りす
す法

まは内ブ選事にま

置
。。

す、をロ出数向

抱とこ

地をすく

各部ま
、

たてあも

わえ、と

に



に式監徹

か株導を
指導

つ保基す

かを督底

北 海

な

用の日る導人後指う
改ど

指はかよ監にの導
業善し

針、らう督つ事

に平３に基い

道 公 報

をす指

必人と態導

イウ

計計で常る導

要会会が

あの基きに必監

が

第

すい切会こ例会

が対ア

るる公てな計と外計

あ

理

場適益は会基かを処

合切法、計準ら除

号

平議しず 成決て総 十事総会 四項会以 年とで外 九

従要

一しに必

統有準る

行る、あ

にいいが

的て
に等

必人分。

う法処る

るてい

あしつ

が対に

要

準てのにて

、指

。はて

示がは運関、

お成年指
内さ示、営す法

い９以
にれす財内る人

て年
、

対

内月新て基務容所に

たい準状等管 部

る

留日なるを況を課す
の指

保の基こ超、的間
に協導

に閣準とえ現確
及把議を

関議にかて在
るび握を速

す決適らい
指法今し行や

る定合、

処準る把要督

、

ものす

あ準

。理によ握が基

る
つっ、、るの

に従うし

適人体過

いて法具。経

に会、置

、正の的措

て
理処果関

人処計効に

法
るのにる

公す理的す

が

が、きの

法こ実指運

益

理決公、適

等な人公処
法の定益こ正

の指の益
務人確さ法のを

取導財
行及と保れ人会期

扱を
にうびしのて会計す

い

よ

つ必会てたい計基る
をう

い要計のめる基準
に適指

てがの健にも準
で定用導

、あ処全公の
法あめしす

法る理か益
適人るる、る

人。につ

さ議の
につ

月れ決機 十てす関 三いべに 日

決

とあて

こでい

るきお

ら、定

かり

金

原むる

、やす

曜

と得要

則を必

日

し把導株て人期

し法早
改

至て握し式はかの

に

文改善

っはしてを、ら

い有書善を

て、、ま保

務後りす指計求

い財今

た

い状もまる導画め

な

るを結

法況、す法す書

きにと提果

人等引。人

文にし報行のがで
にを

回書、てのい法図の

上

討

る等所は共ま人ら検
まに

法に管各有しにれ
きし時

人よ課種をたつ
そまた間

にりの資図。
なのしがを

つ指実料る
にど結て、要

き導務等
当よ、果は法し

ます担

す

イウ
しる

人よらり
度部

会にりれの年。内

導法人か留

計つ指た法

が

理まし人にら保

処き

あき善指

にしたもつ改

善は果りまさ導

改て結

てる督

を、、ましれ監

要文改す

公い書成

導て文平

指ア

を
し益な等

ま人法よ度

て法いに年

り計に指ら

い会人りか

す理きし入

ま処つ導導

討て

り検っ
。をまたし

ま間ま

し時り

導にお

指

で

がしの

た要ん

しをせ

出、

人善引

法改、

、、

ききもさ可

つ的続つと
、

まに指まにせ能

き確

、

サ成し造平業て祉

、
興後環

イ長、に成振今

周、、人、

ク分急も９

、知一改内改

てと者り
対情を部善部善

はとに

１

、も
監

補最や 対改補題新 査問

部善制》助近情 象助点

平定準

す書善がも予基

に図残成でを

る等が、
。道 公る所と海

北
４

法

結ま

業 す類官企 開書管

しは、た

入て果し

導し
、。

益りか

公利あと

のでこ

の至き

部は続

内にき

益

長リ

ル野成変年ビ成境

月ョがサ

や産長化１ジ

遂現にン期イ

情業をが

・どげれ」待ク

報な

れ関

通のるて北をさル

道定る連

信新なお海策

、、新し情な

等しどり

い産本道規、報ど

のい

通新

わ業道に成本・、

分に信た

ゆ群産お長道

のて野おやな

るが業い

化 局度対の報
新出

等 労をの象

事要り設革の 経働あ施
びを展 部務方及命進 済

あ 支運業は、 す 、所、

商にのめる る 庁用種じ

い直すは 事 工つ見とい

観項技境 働てしる環 労
地 必整と立 るの庁

術・

つも進 がにて促 要備し

に たて切例 るい適条 あ
す理づ 、導処基 め指な

助 公と努補 報るにく 情

の、ら
にもる事 開とめ

務

は現応業

人実相、

法
的会び

積目社及

、をの
に

にす責務

的と的財

極
営有す

特非を関

不る任
報

数のて情

多利しる

定

現構は産い福産

の法い

課革リ 光

、

規

工
商対

は
庁に 支

志左 後

係にこ業
）

る 課
働

労す

て要て指もに
行

執 、の

しすはしい導適つ 若ま

なて くが、たなす切い

とのと処

は、法こいる

善り内かでと理

改残人

引に努

予の部ら、もに

人検改き、め

定法の、

者人るを
と

てに

つはもるりにい人

き指つ

か至、よま情つ
公ま導き

らっ改うす報

引開ししま

なて善、。

り画きでてたし

いお計

は

とま書続改は結て

こ

検、、

もせにき善、果

りに

なお式
あん沿指を

保すい

りまつ

限

一有がて 二株、は 六

及

処残な

のお当

式な適

続当ま

工
商

樽置 小
び措 つににき部す

なに討善
人し

てき時は法と。

っ
りしをっをて

おま間至

部善

りのっ導要査大改

る等分済

、でてしす時

分ま法にのみ

改、処て

に後すい人お法、

善今 が

努い先

にて分

分っ処

て株見

める



平 くとて成る成 、さ設のな類情十 全れ定対ど似報四 ててさ象、事通年 のおれ地設業信九

北 海

一象

験地がらら業観対

な方地

研環整札を集点
をど、域

究境備幌除積
他防か雇に

施とさ市く

設しれを

道 公 報

補投流

リけ社て勢し物

施助資関

サる会いのた
化策対額連

イ新資る変
こをと象を業

クし本と

ルいの

第

に

変な均いに針てし野

化経をて」、て
目

５ 、済大おを本い着
こし

万 公変きり策道く

人 共動く、定の

号

野たと

分。まる

業るみ

域定の関

育本拓

の、、

業りて月 種、いと趣統連十 に企るは旨合産三 お業投異が業日

額る明立

いの資な不の

でを

札地を設確地

て立
市境準とあ促

幌環基定

金

すっ。し

がをとなる進

対考曜

外し助い雇

象慮るて、

日

い

にてて対のぎら用つ
をて

つ都い象業、札増
市基は

い市る地種地幌
へを準、

て機こ域に方
いの対と業

は能ととつ
てて分象す種

、やがし
要いは散外る区

誘教重
、とる、立と助分

致育
当文のが過地し成に

に

係

た化考、度をてに関
るな

り機えそな図い係

基、

。

立能かれ工るる

域準産

関産整ろ条す地
こ等と業

連業備で例る
反とのす支

なのなあに
、映が見る援

ど育どり
取こさ必直助サ

の成に
事りれせ要し成ー

新や

ス

成業組ら、でのビ

規

るち業

長化む社時あう

経に。、及

分のこ会代

に進と済即国び

野推と

厳とて
お、し情応際試

、しと、

の 事に上道し

お新いし情 雇 業伴回に
ないた経、報 用 費っる
完どてな済成・ 創 縮て
の全、は雇・長通 出 減

向 動失厳、用雇性信 に

福 け

き業し平の用のや
い祉 た

な率い成場状高

を況 どが状

施

、全況年拡を産、 実
大改業環 急国が

銀
激平続月方し善分境

け破

振お営

・に経

成道

る近降

図最以

をる綻

興

環

と用融

と雇金

このの

ウ

いをの

て勢境

し情

イ

情 情手
の

補条るあア

事用等 も。情概

助当例にるの 助ル

用成補ー
し該に

の

申助報

創年金セ

企 請成通 道

場手信 業
の連

所続関

補交 経企流企 ↓
助付 済業れ業 申指

部誘立 ↑ 請令

企致地

→

立進

業課促

実検 地↓費 績査

推補
交 報・

の雇限報続補申

進↑助

用度通き助請

専
用

増額信申時

２関請期

通

企営日 算 回雇億連 通 信
使増）業業前 限 線用円
地始で 額 用１立開ま 度

促予 ４ 料人

線円費日 万 回万進定 千
使補か 円

専と当の助
用通助ら ）

開成用該雇成

業しを助

と、設要通コ用内

者て

ルが

契北す件信ー増容

し道企線セあ

約海る回

で新タこ

た内業をンる

通ーに等

用コたーと

専
信ル設で

回セ置

助コ
をタる以

線ンす人

か通成ン

て補基か報要

る事くわ信対ピ

い助づ

連者ー

。業補ら関象ュ

業ー

、事、企タ

は助ず

地第

海との立と

北業そ

進種

企的扱促一

道目取

補気

立同に費電

業がい

がン

促で違助通

地一相

経情綱ー

とに要タ

出度
設開

の通創を

済報で等

化連れす

性関さ設

活信
海業

図業北企

を企、る

め促内対

た地道に

る立
、進でし

告付 室金

一
二
七

料算金 て進あが金信利ーこ上 平費コ



ン方

そて善業もョ施

改
助・」針

のい意補界に

検る見

海の

討。》対関北や」

も象係

北 海

の

十果行十でこたな業
範併

分的方分あれとい
て囲給

踏な針なるらし
費ものに

ま執か検が道

え行ら討、

道 公 報

複の

成北と成経あ重況

営っ同 海重

と

補道複年基た一交も
をで

助企交度盤。の付

率業付に強事

第

整務業

条費環ラの林事

生施備部

道道例等境ン

費費にを

材

補補基補活設へ所製

助助づ助部整の管

号

平
成の 十実 四績平平 年成成 九

体新万り

十施団道５取
のみ

と及等規人組

分設

い業意長雇と

はびの成
を野創方

え種見分用双
に接

いつ把産出密

なに

のてす振向に

もい握業
とビた携

とはる興け連

補係
っ産とジ実さ

な、

当助る

なをみを北補、
事該金取

が徹て行海助
企業補額扱

ら底、っ道
上業の助でい

、すそた
行で立補対あを

厳るの
い政実地助象る定

正と
つう効施促金経とめ

か

お

効道果す進額費して
、ら

率のにべ条ををて
回両ず

的予つき例合上
しら事、

・算いもで算

化業行は

、

効執てのは

立さ補

こ個

％地れ助林にう、

構しと々

）促て金業対

る交造道はの

が進いの

る例事付改費、事

あ条

しの

がに例決善に厳業

業るい緊

、基と定事よ

て行の補道急

こづしが

ま補はわ２助財性

れく

状を

で助、れ例金政等

備助の工
に金平たがの

管事成経場

事事く対所

助との業営等

業業補象

の、事しエ補基加

とで

施

併北業てコリ助盤工
化設

給海といラサ率強
％林の

調道同るンイ１
ル）業整

整企様事ドク

と海関及構備

業に業北

地設し道係び造へ

立建

施水改の 促工て

進事、プ設産善助

月年年 十度度 三
日

業業
企企

１９

金

曜

円円
千千

日

に

北改施業正

部らび改
い

道ししにお

海正行種
、

業平しいて

企、まつ
がは時

立成たて

地
進４対今の

促年、、代

例１施の化

条月象回変

一か及例踏

を日設条を

のらを着旧

日でか況事
み手条

指指前
期 定定

２
問
定点

つ交どつ行い指題

検申》

い同付をいうて

て一に十てな

くる

準にを設るつづあ

て補こ

と係持定必情い

するたに要報

種っ

業毎達のあ厳業な

いにて

種に成縮る道し とな

せ置

の北度小。外

日間年る後例

こなお

る

請請か内度とのに

申申

定い

期はらとま、指お

の表申て

間、工さで次

場にて３請は

の工事れ

設

顕事

定等着い年省が工

がの）著着

の手る間略

の

事た、指のと手

工し

申おっ前

に日平定とな

請りて日

着後成

手

ど討請

す日年の、いま

踏係しすの

、のつ分関

業てま部てる審

検事い

、

すにはえ課、必査

討

助が決

る対、な等補要

ら十金あ定

必す個がと

道の、分併る事

要る々

等

あ費事そな給。務

が

行議あに

る補業の協の

い

金緊政・りつ

。助の
性果討にて

の急効検方

る地せつが通は助と

重

ら

助域るいあ信、事か
と、

成設こてる関北業
道事当

と定と、。連海

幌業企業該

雇との札企

関否市立業目条

用の要

へ

を係なの地立的例

増

促同の

基にど取促地が

い費進一統

準お、扱進

て象を補条の合

とい対

理

る整地検助例も整

す

雇よい
助合域討金にの

廃業用りる

拡海を・企

経証止の情操現

大道検

等

図済すに立勢業状

を

続境を

るへるつ地が環

て低いな考

ののないが

献しも迷てど慮

で貢ど

、

な度て検しいのし

は

状地投

くや、討てる立

るる況条資

、事対すい

目業必こ、件額

業業象

、
区的種要とまがを

種

見し

基う直

をよ見

とる
てをた

しし当

と直に

本

、

果こは

効うて

、行っ

で

成対

助に

な。単

的と

にをつ

。

るま度状工る 複な
つい整

同にお調

付に給
を

業て、定

事いて規

一
今補備

の、の整

へは他

すに基でに

助回助し

補

成性の

正た

をるに成助補改し

金に。

考札関の成情助

つ通にお

慮幌しほに報

投にい信つい

し市、か

雇つ資雇て関いて

、に

は制

用い額用も連て、

象業、度

創てを増対企

等がやた異基
出、基を

、

分の

有役

るか見携ま今のな

のす割

か、聴をし対回
地条るや

否２取図た象

な域例産、

か回やり。

わ業がの改業雇

にに産

機

いた振ら設正施用

つ

おと会

てる興、定に策

ま要の

措象
も業施見に

が検性

なを長

え性成

一ら証や 二廃す産 八

ま

もと高

等との

止る業

例とた

の条度し

金の制 今を

交正併

複改の。

重

し地回統

が一準基と立

すとま促の合

期部と準

で業るすし進条し

待の

の

。

き種助るた費例ま

てて拡

検界策直ついし

をて、の大

討団等しい

のの行は条大効

し体と

度
ほ意連い、例き果

た 今資

そ、に

めに化

含も
必後す

の



平
成 お転産の審容産十 け直評査をの四 る前建価過確評年 投の物額程認価九

北 海

認工

室補対象ず確

アイ

審を場

工を助象特施、
と査し等

場補金外に設

等助の施管

道 公 報

りあ

業定は表経がたが

一、っ

条種め、」過、
認部審た

事 例、らにや
査定に査。

務 、地れ審
処 規域て

第

請指

ー定がい時しと申
うを定

トが、てにてい
る性認の

調短企の知い
た企格め審

査い業調っ

のと等査

号

後趣た

申手正ま

の着改
旨、

請
と

当、をにし額

さ日が補

資月 額該建減おなま十 の工物じいいで三 算場附るてまを日

減にじ

定等属こ、ま減

係備と価機て

にに設と

及定

たる及さ償械指

当
っ減びれ却金

産設て

て価構て資びし

は償築い曜

内資た

、却物るの備い

移資）が日

対交設理し過なの

、。

物象付と室て程い移

建

増

の施決判は疑にま転
に設

う設定断、義おま
て指に

ちと時しそがい
る、定係

、判にてのあ
称に施しる

管断おい名
。かも設て指

理しいる

いはらかのい定

室てて

請

びる、補か用た申

及

らをに

研が補助わ途。

、お内根お経

修、助対

要 等投り容拠い過

理 則

審不 領 に資、を等てが

載明査明 に お額指記は

雇のしら内と 基 い、定
き

、用審てか容な づ て

な不て

補増査行とがっ

助のにわ

る 定

対要当れっ備い 指

いあ事 検

象件た、てで

て討査るっ例

施等っ審

が結な業かる査
、

設が

果少補果どがら理

結の

判由 で数助で工

断に は意制は事

てし

、見度、着％し乏

指を工手も

知場前あもい 定

っ等にり工。 申

報補着

請％たの情、事

も期出を助手

期）時進

業の

のあに計入事後

間
対

れま不助
設るつ画手

申と企

おの確象

てで明
に

現をっ等

、請な業

り
てるす

条めい対

行認て
がン

はるア

でい。る

例

でを工れー数

事、ケ

工

た調は

に要場てまトで

、し完い

種さ指指

案しあ業業定

造区れ定定

件てるま構

はま。た

術置員員旧

格技設委委

に産さ会会条

を専先性 場申立とか補は
特門端 が合請てなど助、

をる

あ

雇場者場

工用工

ウ

対

事補のる

次て成る、査

るは例助結が

表い又

象や通

省事操も対果、

が開受企訪知

略例業見

調遅

の顕始け業問が

）

後れに査い

と著以ら等

と

りあにた対にこ

おで
定るれで

、り指。すよ
、金

当中通アば資

相、

、の分ての申
期に知ン

で

知書

件協近めのい通請

ぐ断。を

と議年ま判る

るが受

少すの
し困理

なる

なて

、と革い難し

くこ
門必の化事か

専の命変
展らの指

委要進か例ら

加通

会にな、増定

員性
設問、後が知

を疑ど今

の

定委技関業れをは例
催施

す員術す等て最開
にさ行

る会産るのい後
が協れか

この業事立る
に、議てら

と開に項地
審関平案い現

が催係を

難工査す成件な在

困る

がいま と場する

い協

な等る専年な。で

め委のこ議

っとた門度

れ

いて、員第とさ

てし

るう金算
るの先会９か

よ増か交定

象、、書に
記る設、付基

と増増に
前載も前審申準

し設設
伴のさのの査請と

てに
定う雇れし雇すにな

算

増

す雇用たか用る係る
実設

る用者事な者手る
に地前

こ増数業く数段
適欠検の

とのの者、が
れ切け査雇

と算確かこ
のらでる時用

な定認ら
指申基あた点者

っをは

増のをの

用等数等
てす

設に

基設増設

を新、増

す合場い

と場の伴

準の
あす

助あに加

るに合増

おはて雇

にてっる

成っ

少計

ての当者

いそは用

、
間はさケ

一
二
九

回らた

、

置が産は想ま し準るめで数。適端が 、雇該増

、

いる定



指度

じば認の態善制

改
な見定の

めな申計と意

書変っ》申原

提ら請画

しいが更て請点

出な

北 海

ま承

が額合け工に提更

さた認

、がやて場も出

雇い等か 工

請

場パ用たのかれ、申

等ー増も計わて計

道 公 報

更変を

ててに当変画認

工し更受

はも届計補該
金場よ承け

、工出画助
更の等う認な

同事す変

様完る

第

工 る提年各散事

完

届出以種見なに日事
内成

出す上届さお着以
しに及

にるも出れ、手

つこ経がた事

号

平画 成に工工 十支事事 四障着着 年が手手 九

る間戻

てと工後い期に

れ完提事のり

、さ事に

定工

事て成出例設、

知

やれあに事

のい後さが

手

認が操、っつ着

承る

後。て後

を、業事たい
指

け画始承はの

受計開
更なの補定

な変後認、

い画書
れ承ど形助申

け

ずな変の

のセをの画ら
重、い更提

新ン基がに
定要計事が出

設ト準指
すのな画例生に

又以と
のる対変変がじつ

は上
設変助象更更あるい

増

は

の更成外が承っ場て
の、

たがのと生認た合

請計あ

め生指なじ申。

ない書画ら

のじ定るて

場受どるが変か

投たを

成と承交のと申け

、

資

規及い認付新す請れ

の

な

定びう申の設る書ば
提ら

が操矛請決又とを
は出な

な業盾書定はき
設、しい

く開がのが増
るにあてと

、始あ提あ

。ま係ら、さ

指かる出
でるか知れ

定ら
前

めのい

に日の計じ事て

内にを計承る

あ以間画

と過、。業た届び

、

っ
業

てとし大者場出操

い

はる開

はさた幅が合す

遅定、こ始

、れ後に指

い提延の当とに

そてに

る

ぞる出し前該と係

れ

定れ届

れがさてに指さ

、れい工

いに

日最るる場のて出

のかるつ

以大な事等日

、が工らがい

内でど例

生、、

、

に１
月じ完工 十る成事 三と、完 日

操

摘開び

指業及

の操成

あに業

も始

金

。る始

る係開

曜

出係
届に

日

励
は奨
例・
条的

本水
び

を
の格
進性
促的
地金
立

呼る
のす
め有
た

あ産がらお会

断れに員

やのる業困のけの

簿そ

者

資減申追うは用

イウ 努ア

移産価請加こ増、

はなめ施の等ど

付てる

類、どる補設審に、

書

業にを

指、等底

設件徹

難業る有

間
期。
請る

定

認造な種協効

賃確。構

対用

台方の事の議活

金

化に査象を

帳法変例審

討

）つ等対にに検

等に

しいえす

をいに応つ加

付検りててるる

添てよ

専ど要

さ討業いもな必

る区た門、が

せす種く

門る

な必分め委専あ

る

さと設指が
ど要の、員

のせ。に定特

転の償書

認資添る伴申定

増確却

き

にに産付なう請で

設

用にる

伴お評書ど雇時

とて者お証

うい価類し

はがし、のい拠

移て額

類

直、あて厳算て書

転

にに増

前増る資正定、

の設場産

前働

減移合台審当設労

をっの者

価転、帳査た

こ助の査経適
償時指等

てと対用の過正

の事し
者、。象途徹及な

み業

務

はか公施を底び事

で

図定を

審ら平設的を認

のにる根行

査追か等確

資適審把と拠う

が加つ

と

難料正査握と等こ

困

に明。

なのなにすもを

査いな、記

事提審おる

る

にを事てど決す

例出

の種つ図
つ求務は、定

、と

査地てと

審、いる

た投係に

当、関も

に域
に定

て額程指

っ資規、

補用づ請

、雇基申

は、
査び

対等審及

助増く書

検
て

い
つ
に
定
設
の

象の

こ会委。

が
要
必

る
す
討

、が判

先し

例連性。

専条関端た

の

い

員正造つ

委改製に

門
充つ諮

に拡にて

会で業

を行て雇名

いしいる

つ

いめに、そ書な却に定

務し
事底

庁徹
支知

各周

の添
会。
者た

当し
担ま

施要
業な

更がま申と申事る

書者ど

な多で請し指請
申等か、

どいの状て定
り請でら適

にこ申況お
勘ま時確関正

よと請を
つ案すの認係な

り等に
らいし。審で書審

工か

あ

着、て検査き類査

事
の

で請も

の申る

もるい

あ時 一るのの 三こ事、 〇

こ

申導直

、指請

と前申

種、と

は業もと

てたて
のま

今のそし

、

になをを
て
い

お
に

議

回

、すつい提行

手工は討

の着今るい事出う

後事

せう

申手後こて項さよ

前

、、、

請前のとはは

し画

に底計

者徹の

請を
すて変

対
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認こ合対お

出と確うア

受比しと投のしく

をの

あと

理較、。資取てこ

し対指額扱

道 公 報

底。な

工の係る指徹と

画事すお

事日規。計定

手らの変業る、

着か定
整更者と工 に

第

底ま操

に改に況指徹び

事をた業

係善工つを定
握業図、開

るを事い把
はす者る事始

事図着て

務る手

号

に明理

指間透処

期とな

指

請いの間

申つ性期

定

をう減た画月 基ちな事変定十 準、ど例更の三 と指のに承取日

由い申げ

す定理つ認下
書補

助受かて請や

るを
のた補、を助

成けらは

金

の定出交

指後助指提金

定に曜

象業せ申

を、対事さ付

受雇日

にか

た比定にいら。

とを事
者以いめ

き行業％つじ
は分

、なへ上て十

はう
やし適変、な

速どのの

なが定明

かて切更指説
業行

指更指生事を

に変
内容をる者っ

定内導ず

承にと事
容を行場にて

る以に認対も完

係日備

る、及

取内つ申すに成

届ての適次び

扱のい請

点業

と出検取時の操

い

すい適に開

同と討扱、

に

にるるに切留始

様す

い指す係

当な必つな意

指、がて導るる

該ど要

こ業し
定関あ、をこ届

対と者た

処こ、、るに
めす。が場

理と工指た

完事のる指合

等。事定

の届

迅成業重制定の

の

のなの前出

速、者要度

つ

に業事届周にに

化操

でと事い

向開業出知工

たの執あ指完て

け始の

の及、

事届行り導成は

上定

書て向を
務出状、

理行をる

受、等め

のは
観し

ら運るど

か政図な

通公か、

定の点て

指営
準審

まの標定

知正ら指

つをま

イ

の保的査

で確

出た

て指りい提し

しよ

い後助はす。

ま定補て

ま雇象計旨

り、対、る

。者と変規

す用外画の

しア

のる承を

数な更定

投て対な後

たいに分今

、、明に

資はし説更

。

定画行底

の指計を徹

額
請更てた

更申変っし

変
につり明

取時にお説

の
扱

申き知対

をし認続周に

出。助請を徹し

提た補
重守すも

す金の遵底て
と切

よ付要する適

る交

規係をよとな

うに性る
認、に導

則る再うも指

改画識各、を

を計

ま業定

おす始の者操指

周た開の

い。工等遵に

届を知、始日

て事の守

め手出各徹指しか

定着

る、に支底定たら

こ工つ庁を前場
に以

と事いを図に合日

ま事つ内

と完て通り工

、、し完いに

し成はじ

て、

月 知
中る

定で度す

指ま年と

書間標定

請期に規

申の
理務

受つ処事

のに準を

らは間理

かて期処

理い

請し

等例申備

減事認整

をで

様交い準書通

にに
。資す比あ

式付る投と

てす実

い事いまを

での

、

つ者十が施

に業
て補補助

づよな補しる

金い助助成

くるどこ助

正変し支事行

補交、の

手に者ま

し更、庁業い

出付業年は業又で

ま承

しはを度本事をはあ

後
て、開に来業適通る

）
出

お操手各た成て届
に

び、書

り業続事。及は

ま開き業

し

つ題の助等の了

に問

成て

い点補投交成の完

、を要
て》助資付に操

３

通成ヶに

定平３領

指

る較る

の検金

請て助
補

と

れ定を助しこ

そ決額

そ準そ場や

ぞも基成た
ぞ、提

にれとれ合、

れ

時

請れるれ記出

申ぞす

処成補項期

すに助の載
金の同

こ理と助目が

る

期

とな用交多時

とが雇

れを申がで

ささ増付く

助付特た交る金金と
れ

用

金申にめ付な交交雇
申増

に請定、申ど付付
請請を

つ書め指請の申
例書は基

いのら定が事
早がの、準

て提れ事尚
者で見書投と

は出た業
のかあ受式資す

、部も

示及はらっけ額る

告数

基成

又びな提たらを助

、た準が

は提い出りれ

期れ遅。と、

通出。さ

行指始限、に期知が
知

う定しら道つにす、

、
こ事たれがい遂べ北

そ
と業日て補て行き海

れ
と者のい助はでこ道

ぞ
さが属る金、きと企

れ
れ工す。等補ると業

補
金、場るを助よさ立

助

促

交そ等年交事うれ地
い進

付のの度付業すて
てる条

申補操又す者べ
補告と例

請助業はるが
務助示こに

書金又そ事

額の係業のい
をのはの

以い

交を申るを日な

金

並助始後場

付基請補開

に

請とび金しに合

申準

交日当あ

書すにのた、

提助用付以該っ

のる雇
申業は

出成増の後企て

期にを

該決決

限係基請当の、
終

補と、工算算

る準は

す付

辞討交

助す工場が

、要の

ど必請

なる申

退

交

取る・

のあ査

そが審

に事

法定

方決

い付

扱。

、て基請共あ

つ務

一
三
一

事しろ基に限る延す別 場等終了

、

提交事翌又 い等金る



、がた行

た査一過例ア

併に算あ補者う

っと部

と

はせお出っ助にこ

て
、てい根た金対
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条種め

事前及いい業定

助例、ら

務にびるる補
例金、地れ

処文検が事
検がの規域て

理書査、

要に事

道 公 報

査要な

要た日態す検の

ア日望お

と特めをにる
るン程が、

なに来含あ
最こケの寄実

っ道道め

て外し

第

本さの

なと築品原設も

び等れの

補補っと物並
機ににた、

助助たし、
い械雇よ工概

金金工て

交交場

号

平る認な 成こめっ 十とらて 四なれい 年どずる 九

、さ

事書て拠。のしと

審が付各れ

務面、等交

い

理査査不は号て

処審

確知掲る

要が内明、に

にわのと事げが

領行容

指区雇

基れ不なのる、

いやて定分用

づて備っ

応を

実る審いをに増

く

経事けじ基

地が査る受

よ項査あ審則、お
検、

にり等実っ査等投り

領

補

基検を施た及に資、
、助

づ査通日。びお額

付て雇金

き日知の交い

る日決、用の

、時す前

査場こに定補増交

検、

対要決

日所と通助の付

検ささ象件定

の、と知

が当

週査れれ施等に

２

ー短せ地

、

間員てて設

なト縮ら検

い企て低と
日ど調やれ査

る業対３
す間、査検ての

。等応

施

場る程補の査い実

の

容。に

合事度助結内る

拘象にの当

は例は対果

っ

実多束企お簡た

、も

等て化て

地くさ業い素

査移るにもなは

検、れ

り場ね

の動実対、ど、

者確等１

付付等る及用

申申にがび

規２

請請赴、装の認の
る模日

に書き実置状す
なたに間

係受、地、況
具どめよの

る理実検工
は、を、り検

実後地査
査、器関新差査

地、検
助を建具係設異日

検補

が

対行物及書又は程

査

増る必

象う、び類はあ

、、。

とこ構備の

月様申 十式請 三を手 日

る雑
す煩

にが
様き

別続

金

然も
必な

曜

はに
性の

日

トで計ま

金のくー数金

った調は画た

交となま

付お

か念補補

てる場いと懸

めらさ助助

いし事合た

金査にその該
るか業は

知交額通を補の受支

に
事付の算行助旨付庁 算

理事分るが審い通

イ

業た
し例投とが決査も

て、査あに、

と者し

準

定相い補のる支予

決り

が措

の当る助結が障算

や決生置

通期。対果、

まを企訪定じが

知間象

知とさ

で要業問通るな

てに査がのれ

にし等調

摘い

次い対に遅指て

、

るれこもな

表るすよい

事

でるの

省例アばとあい

他、、れ金金
略がン、

か管適窓るの交

。し者

申

他ら内切口。交付

、

助務決請

管相のな業付

にや助言に定書

内談補

障知受

お指実・支通を

て申を導が理

い定績指
握行じて

補請把が生し

こら

実をしえるか

助等
のけいいと補

績受てな

内

のす通限う実を窓管
での

指る算度本績通口
すあ補

定補限の庁を知
認るる助

を助度確が確
定しほ各実

受金が認指
つ申、か支績

けの定に
らい請指、庁を

た額め
、れて書定相に確

こは
の当てはを通談お認

と

る

あ該い、受知やいす
もな

る者る指理に指て
申、ど

事の。定しお定

、定のの限
業補のたい

象対書内が度

、が資対
及外象等容あ額

補あ額
たび部外にがっの

助っ
の。雇分と明適た確

金

さか

交用にさ記切。認

決の分たれど

付増区れ
て拠いか

定算し根てう
い断

行は行やな判

を定

て対れ査たし

っ、わ審

と

すがた
い象て経めが

後、

成定て

助指し

る、
をい金

定お助

指に補

の

請

ての申

けそ付

受て交

。に

いをを

な件書

い要

たなこが助）多ケ少資

、

者助審後て請当しあ 事満受る部い過、た

一
三
二
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必なに検

務厳内る知地

けなの要おつ査

付正で

実て２

る検効が、い日

こ査率あ

道 公 報

能の

書通める必本可書

認な提

をでらこ要補確
金をも出

比あずとが助
るの要の時

較る、かあ

しな非ら

第

るての投と

はれじど準
る

助事よ交取資す

補、

申いを助

金業う付扱額

交者、

号

見

か度定意

も年決善
改

らをい

わ分て》

か区し

審、いるどで性月 査地てとのはの十 に域、と補判確三 当、関も助断保日

交困観

た投係に金がの

額程実付難点

っ資規、

事ら

は、に地申なか

て
、雇基検請金

及に審

補用づ査書例、

助増くで曜

関い経

対等審確びつ査

象の査認日

検、間

と事的る地は週

しを検査事前

と務な。
体程処通

、阻査日務の
要を

査し制等理知

検害
程いつ事領徹

日なにの

て者定す

の程い業に底
るこ

縮の検へめる

短度
ど囲す通実と

な範討の

ど効、。実すにに
、。

該

場、率書地るつ当

た

のて書

合別的式検もい

正にのは類

、様な改査

に務におう、の

記式事

し

項す処ついち補写

載

書金の

目る理いて、助

検本面交添

の必とて、

性っ討来審付付

多然な

義

がはてす、査申を

く

を基成
共認いる原が請

ら海書検準そ

付か北請

すぞ

請適道の討とれ

申

助出るるれ

書期補提す

補

提申金期必助の

のに

をがと助

出請等限要成

期等付通あ雇金

時書交

。増付

にが規知る用交

い出にるを申

つ提則す

事

ず超る

てさ準な基請

年２

金翌が

助た例

補え
請交っ

申にあ

付度件

交
理支

受び
を及。

書付た

、
し出

交と意く庁

らご善づ支

を正周

助付に見適に

補

徹

交定施踏な知

金決実
つてえ査底

付にしま審
関務ま

係いお、事し

に

た

実はま係にし

るてり

庁査要のた
地、す規つ

査にまの領通。

等前検

書他日周た通に知

のに

め支

類の程知、知定を

業つる庁

の検の徹事に

縮し者い実に

ほ査短底

、類等まにて地周

か書

査徹

必のをし対は検知

る事２底

要提図たす、

に供る。

い

ま実率金て

し効助け
投

た検に付る

し地的交
書額

に施請資

。査実申

てた添雇

いるに、

つす
、、を者

はめ付用

お補則

に定資内理て規

領り助改

補つ事産で要
知にま金正

助い業の通
定すおす交に

金て者確
決申るい。付お

交はの

申平算告旨て申い

付、

書、

請成期後の定請て

を２規め 書

つ式

の年経ヶ定るに様

が程い。

提度て月をこ

改基、

査支、にて

検各

４

か庁

助助

助点補補

補題
て問

ま

応をよ実務週し

金》

検理前し

じ受う地処間

図る化及行い

、
事け支

運るなにまびを、

付政
定営観ど向た支図適

決

付況

査行務状

検現義の

を補

導が理な補

迅指報管る

化が検すど助

こと窓速

中、の事といを
と。口

合

時に固範務とて統

出

査

イ

、

期指定囲処しは

投分象の

れさし必部対 、し金

過どア

がせて要

付のの

交金金

算て指を

告受

報を

の途付

後使交

理、

管は

業者

事た

、け

、出る正

つ補

に該

等当

た会決たに

のの点しけ
、事計定め事

通公かて
、補務年に、務

知正ら
確標助改度つ会処

まの
の保準金善をい計理

で

す

期と的交を超て年を
独る

間透な付図え、度
正立こ

に明処決るた適
助なのと

つ性理定こ補
。金予原。

いの期事と

上をのの算則

て向間務

、金
、等定迅交のに

は

で情情交

と業及容索る

事とき報報付

し務び易

公担業なる等の申

、を

有書

平当者るシを共請

テ期化の

かすによス定

す、ム的に受

つる対う

正庁る補のに努理

適支

るら

にの適助導支めか

やにこ補

審事切実入庁

助等本配と助

査務な績

る理言の庁信。金

す処

し過

ある承が資と若経

及象くを

りな認あ額対

る。び外は決

、どする

書

画方取雇部対定

計の

増の外等

変法扱用分象

承よにの審とに

更にい

にれい

認りつ算査さお

定てにつたて

申指い定

拠記

書事検係い根明

請

す対はやす

を業討るて

根適を付

出、定交
提者

てこ

等なける

拠正受す

定事なは

決査いと

を審
にに

等を者例

書務い条

記こし触

明う対抵

に行

い助

る。補る

すとてす

務底
事徹
な知

正周

一 処し三 理ま三

速付執従

う。
行た
をし

れに地期にま会

行をめ

受るつ検間おすま計

書

度

理たい査とい。た年

定交独

後めて後すて、

ヶ規め付立

、、は１る

付平月定る決の

実交、

則

検決成以をこ定原

地

内事とに 査定

この・情がす交

難理提ま交

テり管にて
決

報導しの供い付

情ム

報、ま定

共入い情しり

化、もに情すは

有は面
いの補

に財あつ報。、

る

た的まて共助

当源り

い適て

イ

出とる象、審

定補て正ま

のりに変規
承を助はない

後助変更
が認整対、審り

、成更
件生申備象改査ま

雇要
者をじ請しに善事す

用

の

数満るをま関意務。

な助恐
のた場提しす見

をけ
増受
用を

雇定
指

ア

庁
支
う

よ

とな
準い
基て

従

をの年を務と当に
に

てっっ

経通度標処した

処要おてた

て知中準理

間実理領りは適

行期に

化交

っなすは有金

、

わ

の題、宜を付

て問が適
庁庁っ請

シも本支図申

増し合出たるを徹

スあ

まを

加該はす。審踏底

計旨にえ図

等当、る査

い
よ項画のつ、っ

に条

のそ
成、

助が
る者

す



の業の

はにて相等操年

該額継の条

廃、得当当

助額返の続廃例

止補た

た金と還投を止改

し

北 海

対

事をよ悪い又一おの
、象

業休る化とは部り
返補と

を止操に認既の
交還助な

開し業よめに

始、のるる

道 公 報

操又補

降業以さ査例し

あ業は助

、等内れのが
施っ等補金

３のにて実
る直たの助の

年状知い

間況事

第

操補の

たしけ使いの金

例業助交

とをれ途も事
やが等金付

き添ば報の
書行あののの

は付な告

、しら

号

平金環ら 成を境の 十工保施 四場全設 年等、に 九

例に

直のさ規資期事正

なしがお

前算れ定が待

い、さてみい

の定ては

価用る旧れいらて

減に

る企

償い。条長たれ、

にに、た業

却た例期が

に

産成おわ短め等

資助

る間平対

の率いた期、

価乗は操で成し

評をて

を金っ
額じ、業の９、

し命のた

し又継倒も付
をたず返工

たは続産の
ど除補る還場

日廃がな
難、き助こ額等

か止困
たな知、金とはが

らし
年と場事補のが、操

３

等

以き合が助全で補業
金の

内はややの部き助
との休

に、企む取若る
くし算止

操災業をりし
しはて定又

業害経得消

が前。休金交
等に営な

、報、ま止返付

、をに

受

年そ告操で・還を

各

止取け

のれし業未廃の

況出に扱た

当ぞな状提

決れ報と伴い者

該れけ

補、

場算ば告なうが

工

らがて助操

等終な書っ

又

係後な行いの業

に了

監事消は

る２い政る取

なが政っ状交決
操月と

、い１監た況付定

充て

あ

の速と年査。をが

当

上実けっ

事やさ以の受

をにても施たた

実かれ

前はの

証知い提直者日

にがさま、属

す事る出

該る

書報、れで当す

る

助い提補年

類告補て未

係
写な金な出助以

のし

に福 月係利る 十る厚敷 三生生地 日

土

事施る

、のあ

産等で

、、地

業設

金

験は充

試又に

曜

究れし

研こ当

日、

機判続、

業し用ら継め

に業は会断に雇

者操又 操助

場善業がすの補

改

業業金

合意補者適る操

付販企っ
に見助に正こ

廃し売業た

金次止助る
を止た価のた

交表し金

付た

定な

るる雇いをに補て
金めお

この用て将困助 退

一要撤
とは増は来難

補のすつ用

期あし

定が

を

すの助拡るい増

対等

を、も基

る休金大とて

導・還図一求準

指止返

期るす

を廃にる定めと

にいい間べる

徹止つと

も成

す伴てうにき助

底

、例たのに

るうは条わ

し

と助道のるで対

こ補

的用るて

。の民目雇あ

》金対にと状状の

取の

還

当使す充。況況返

該

さ告よ等

す途る当報に

と告導れ書っの

る報指

提は題

し書をてのて問

提底る出補が

ての徹い

のじ

処出しかに助生

、

当どい取る

理に、なつ

め

れい該のてりた

さつ

認、し、

てて補確は消

２交で企格予め
い、助

略事付あ業の期、

実省
に）業しりに下せ知

績

が

占の者た、つ落ぬ事
由や

めとの企平いが事
場にむ

るおう業成て市
は 事りちに

得

業で、つ年製構よを
事な

休あ平い度品造る
変業い

廃る成てに需の

は補要 止が

認

の、年倒助の化撤と
でめ

状休度産金減と退

のて、
況・ににを少い

あ性い企

と投を、にで
たり格な業

し資基補わ
金っ、をい立

た額準助
す検て初逸。地

がをと

補準る査管期脱促

、基

る条

助と助後理投す進

るのも例

金す成にす資

返けこ軽のに

返るのお

の成還ると減で基

還助

るく

対で規雇はとあづ

質てと補

象あ定用実し

にこ場

間るた
とりに状

い

るらつ

たかに

わと合
期返

の定の

業一て

操、
求経定

をを規

続間還

継

かのたも

るい設

めなを

消雇
ま

るた雇額し

する全備
た

か、増還し

ほめ用返
象

報定準対。

、規基の

備にす

内整成と

告を助

。
た事金をそや事

容

書ま操業書

事告し事告
提

助者のし業者の

補業

。況対出

金に提た状に
つ

途しに報しに

使対出
規い書規い

報、つ告、

うある

書則てに則て

告

のし助
、
は廃補よ交と 必でけな、つ況的

一
三
四

て定

充まい規

のしつる

図。、整

をたはを

実し

導い基導

にに指つに指
く徹

いづをてづを

つ基
は報底、報底

てく徹は

、
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北 海

を情

職る会らー路る工

調み報
場 員情やえしト
し査るが
及 に報セてか

び よ提ミ普

得 る供ナ及、にと

意 企、ー活補よ、

道 公 報

問

促誘も報ホじと対訪
を

進致の現活ー、もし
、

条活と在動ム市にて
道

例動判、はペ町、は
外

にに断道、ー村当、

基おさが広ジ担該ア

第

一も

問外境ま企当のに

補つ及

題地進をり業該
に助とぶ

点域出考期等
で対金な現

》間な慮待

、るきすがっ状

のどす

企

号

ののの

還程業

返規事
５

さりいか

象備及

対整普

海く制月 道上度れ、なら十 庁回にて手いは三 のっつい続こ、日

方か度

関たいるきと制

果はの法らの

係結ても

補知

かと、のな、周

者
らなパ、ど金

細対び

のっンそ詳助及

情てフの曜

でと続

報いレ内ま象手

のるッ容日

先 業さの動助る地％

。

グ、

訪ら開が対当元、
町ル同

問に催行象該市
助村ー業

やはなわ企補
等制及プ者

企企どれ業
いに度び関等

業業、て
々る対の関連か

立誘様
にな。す情係会ら

地致

情

力係機る報者社の

協

に支報

員る会ア入等や

ケ経よ店が

に相をン手

報の当補フ企

、

よ談と

誌開者助タ業

づいれ行
や設会金ーに

くてるっ
パな議がフ対

補重。て
るンど等交ォし

助要い

役補フので付ロて

事や
は割助レほのさーは

業

道

、を事ッか周れと、
て外

本担業ト、知たし
業の事

道っに等必を企
う等企務

のて係の要行
応とに業所

企いる配に

なる工てを

、

業る広布

近、いア場い考

業最と

る

致の企現ン等るえ

誘

進答と

競企業状ケのと

あト出え、

争業立にー

致件る調をた北

の誘地

道

化を数が査決企海

激

しが企

や取の、に定業
業

企り延補お

業巻び助いた

立 のくは対て要

、

、

海環あ象は因％地

て活

てい報

しつ広

とに
、すつ

例討に

条検動

、
のが

等要
則必て

規るい

す

人報のア

。
係る

関あ

扱団団取る

を酬取該の

１

除が

監

人監常 対改公題の 査問

部善的》件査勤 象共点

す共 ケに補する討公
５

こ報る的 まー一助る広

程度と媒必団 たト定制

動誘と容び催報

体 、調

訪を致一易手内活

当業
っ問行を層に続容動

た
て等う推の制きをに

の意後

等て善今

きい改

い体体扱取

関要見、

に

給にかのい扱

く支

の職領

人さ明ら役は要

れ確
請と海

いてさ要員北」

ずいに

て職和

れる欠にし道昭

もがけ応

道、るじ再員

こもて就の年

のの道職再５

）役が職す就月

に員あ員る職

費対役
対報っが場に日

が 産を体補象員 局団
等助

り 務務要補の団お 総林
及金扱の、 部部助取体
ちか 総びのいう道 す 、
育り明、ら る 合教在が

の 企方確
体遣 部にで団派 事 画庁

員 環項いいに職 、つな

が等 補査度のに体要

て

り活あに 助の浸情よの

し入、用る対 制結透報

の等て手よや。す 度果

効法補 周かい経り手る

、との果な助 知らる路

に交 つ市考状的ど金 に

らを実つ付 い町え況で

務 はやれ十効い事 て村

把のもに 、企る分性て

市進連度等充つ
ア業が

も町す携をに実い

はは
道と村るを利関さて

、

討

のよや北深用すせ検
なす

ホり国海めでるる
明どる

ー、内道るき説
よ会、必

ム企外企とる
もうやよ要

ペ業の業と
致に、相りが

ー誘企誘
の推、制談積あ

ジ致業
基本進事度会極る

のの
用本道会業周等的。

活

》補
や的へ議者知のな

せ度

説寄制

るも助

す望
相て報

やれ広

会らの

明

展

の。を

会る動

談い活

合関付

にる

等す

催開

開

。

し酬た当

一
三
五

に 保
、左 部

活
生人１ 境

る 済
経
、す

部
祉対

福
健

て
い ン等、握あ検つ

部

報い

企活の等が及開広

等催強活今て

て問開実

、検

、と、化動後も

は

察図実更討

ホと視をを

て

ムに会る施にし

ーも

どるたま

ペ、等なす新

ジ談誘、こない

ー懇の

と報ま

の会致よと広り

度
制

助
補

つに
活・活り

政
農措 、

報
広
、

及
普

の

セ動積し手す

水
、
部置

し等

やミ内極ま法。

用
業ーのなたに

企ナ容的

つ
に

動
活

訪の充広。つ い



件必

いれ意人る

善す

改
のが

もい》費要

るて見

のた

北 海

、

びつす金象費業り

ウ
に」費 のるが

のを団

体補残対体

補補人交団

助助件付

道 公 報

さ部究のがの補

付アイ

を開人交事助

て団対発件付業金団

れ
い体象支費さにが体

第

準補象るが同同る

イあ
も

を助ま外給支一一に
団か

超金たで与給事の

えが、は基さ業

号

平
成けめは 十人て、 四

事いこ 年

第るの 九

しい。

対扱る

に。取あ

助す

補に

の確

つ明

２を

さ討

付検

交う

がよ

金る

お

金金費さの助り象に

がに及れ金のに
い

分補て

交係びて助が部
付と助一

付る事い成交
業さ団金つ

さ事務た事

を費れ体がの

れ業費。

お運対」、の交事

ての
り営象の人付業
れな

、管に一助件さに

部成費

のに補を事、てっ

こ理

交の
２要助対業事おて

っ付事

るのに援、れな

事事て も

費

の研補業務おてさ業
てを

が究助」費りいれ
もい対

あ開金の等、る
体のた象

っ発が残を団
象にに。に

た支交り対

。援付の

いし補

事さ部にお対

」、と補て２助

業れ分

の団助一つ金

に体か

一研体金つの及

て複にわ

た交別あ準れ
大い数対ら

金付のるを
、幅たのしず

額さ１が
に要に。補、、

をれ人

助い対領上助補複

補て

目の

対たしに回を助数

金っ的補

象。て定る行

費、ら額てが助

経はめ

る一が

と補れのい同金

て対い酬で交

し助て報

が要 月、領 十で 号

三人定 、

日

長
ちれ 部

うら 務
のめ 総

人い 通
１て

金

対給 ）
にる 知

曜

定て基
し与 で

日

扱基た

件道領を、

人北要準が

の員で守後

費職」遵今

扱再めるも

取の定すと

に職れう切

い就らよ適

い関い導指

つにて指な

はる給まに

てするし導

規績添内に

、取与し努

第る則書付事容要

則す 件実

助のの補なる条ア

、を績補

成交条助条が

の付件金件

間補が助

ててい金金補

接助含指

補公交そまと

２

助共付のまし 》

率る助点

効す補題
問

的必金

、が業をし

一つ
同に
と

この

補経

条と運補必実、た

と書助費

にと用助要績

針等さに金、

基さ方金

きてで精れは等補

づれ

算対

、お、算て実精助

るし書象

実り少書い施

く事。たに経

績、な、

な

告のと業補は費

報そ

算事助ど

書際も精助補

提交業書業事を

を、事

事

決のを交を団付報助
書業

定決付付付体し告
いのが

を定さのすへて
補な記完

すのな目るの
と助い載了

る際け的こ
達が指もがし

場にれを
な成で令の十た

合付ば
れらすき書が分と

にさ
、たなるるにあでき

は

、

こ条いたとこっなは

。交

の件」めさのたい

必てう付

補となにれよ

旨、て補金ま令
助同ど

定交取助交れ書

金的す
め付扱条付るに

交団る
合る先っ件担補

付体場

要等
綱補に必のてが当助間

等助は要団い付部金接

が金、が体るさ局を補

適を交あにもれが交助

切間付るおのて団付事

で接要がいがい体す業

な補綱、てあなにる者

い助等定間っい間場に
にし

金にめ接た接合対

付

な要交

とおが補。補

。に

のる続

行あ手

執が
合
統

、
らて

かい

点つ

観
事
に、
体て
団い

検
を

化
化

助素
補簡
のの
数務
複

業
す事

付助
交補

をや
金

な規出付実のの業、

る

な助助は、金一、要い

事金す補かま

討

、

しい

、事、。

業のが助らす

後の合

画合今業統

計統
も率を

見図と効化

のを
務な討

した事的検

直っ

この
を事

団て

ま一い

て同つ

めに

い 一り体は 三まへ、 六

執し

数の

。複体

すの団

のま

いも簡行て

行業の
点り

補り化観い

、あ素

よ
助に
補合

の統
助まや 業り
事
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３

すはには載団て題
い問

》

件る補分事す体点

条

内よ支

に書助か業るの

でによ容う部

適類金る

合

道 公 報

助事金

善審切が補助

改

ま条業交

意交査に公含
的れ件実付

見付基定共
る団るを績の

》要準め

綱と

第

し

体っが事て事っ載

イ

的たま補業業て
い

な。た助精管費いて

事、対算理のる

号

となか

業ごとし

事目と

体りも財作

算にっし

精

交の月 付一でで支源成十 手部ああ部がし三 続をりるはあ決日

部、を

が支、。本り算
っ

切で行か単行

適部執
行はのでて

で執額ら独

な金

３付業る

いし表交事い

て曜 い金計。

る省以画し日

原導執

すあようを指で

こ事、則す行

るるるに

きて

どと業事とべし

か

実精てでい

うかの業し

補

を、施算節ある

から

の目。助

確事内書科る

業

し実が支ご事

認業容
書体欄にに

よ績具出と

付書決
とに的に記つ

う

等合す等定

等なべ体場

もで補にべはの

はるき

容

補のあ助はき、内

、

あ助及

助でる金、で補

中助る事び

金あ。の補

れ

採こに指。業こ

のる
か接書成に

択と間令の

間がし

準ら補に果付

基

る

び適金接補た

及、助

かにも

業人象書費ほの

費はと人の

内件経に」

容費

業あ

が、でこし件事が

記等費っ

分管あれて費

にの載も」た

か理るら

な、も経し補と。

ら費

い対て

い事か費て助し

費わまた象一

も務かを

な記

がならとりに括

の

書精て、

、

あどずめ、

。実

は額る業

に算い事

ぞの

費れ書

件そ績

人を
費載か

理記載

管れ記

、

ま

項こ具

どるは

なすら

と。

事ごた

、目し

に科
る
にす
書載
算記
精に
業

てう
いよ
つ

す的 平扱

業事

補成い補年る事な

を助度こ 助

績内

金年記指かと実業

間し書容

交度載令らと

るに接まにを

付かす書

綱間こつ補しつ記

要ら

てす

等接とい助たい載

は件はる

に補とて条。

４

つ助し

問
間題をる
源わ業

接点交７財い事

節し
、導
は指

補》付団

出とる

す部て部提とす

るらさもよ

る事会いか

い金ま、を、と
よ業計

載体も

てのし平記具と

、。

は取た成
意団すじ事

善行かの

改
現見体るめ業

支たいな 確決たも書

アイ

出とる た記に算、十道等

のか

支 りい部

したな支

か当い

しる１

助手体とゆで

、

のがおて間億

金続に

執適い、接

行切て第補

な公者を万

にで、三助
補っを

いい共に行円

つ
て的
団助て

交、

等をり体

体金お団

補

のか精せにう

助付合間

指了中ど算、、指

う終

要す

導後でう書支必導

事執にべ

すは適か、部

かつ業行応き

べ、切に

で部つい報分じで

き本

現る

あか効て告のてあ

及容地。

るら率、書内

補にれびを調

。の的そ
れ算証を

助執ぞ決検査

事内

がさの書す実

金行

合業容

内きが地》が場

査のは計を

容は、調道

現部を補、画把

の、本

し

否地は行助そ書握

適

ぞ予た

を調支っ事れ、

いをれ算上

判査部て業

行対な支の書で

断をに

助

きうしい部支を補

で

かし金

なこて。に部徴

とのいらてを

いとこお

での
認しよてあ支交

と

には書

部め載さ書事分
報行、類

で精しれも業
出告わ補の

の算てて提
なを書れ助み

事書いい
いい求にて事で

業をな
しなもめよい業は

終徴
後てどのてるな終補

了

事

、い支がい事か了助
、業

本る出あな業っ後
。実の

部がのりか内た

たの績成

で、内、っ容

が部。確報果

は金訳支

実

部支の

本、。へ
確額

の認

部体確

支全績

は部
金内分

助業十

補事が

に
握

付把い

交をな

を容で

金す計接

るし
す

一
三
七

支れ支をる施

内要施

補し績実業必実

認報容にす

助た団確績

を支に告の応る

金。体

認てう

交部つ書確じよ

のてどを適指

付でいな

にし

る事はを行切導

す

う執ら部付
よ業、提う

めて

いら、

団つかし

に部徴
内

部は業業

支て事事

体
団書を

の各画容

で、計

のま認告や

助体及把

補

各出と現ま

にて認し明

た

指了支さと地し

う終

、に査。

導後部せも調

握
ま実ら事、を

しのか

し算た

業対予し

事にび

行支をで

執各書上

の
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公助助

間５あてい補補

接共金金

接万りい間る

間と補的をを

補円、る

事い接は助団同交

助と

道 公 報

補い間額

れり調業難金

をみ助接は

たそし査の

事し行で金補約

実のか

績
報業、っあ額助

第

各終の

さ多交が接が業

績団了内

れ数付あ補実
金確体後容

てな要る助
、を認はに、

いど綱が

るの等

号

平補補 成助団助 十事体事 四業が業 年者間者 九

、なに

、体て事は率項

本れ者補どつ

そのら業

助て

間来てが助補い

の

た特象す、

接事い不対

ら

助で。定事るあ

補業
る数、当か

金あ多業に
助っめ

一機の補たじ

の

綱

は誌の対て要

部関も

言金体種付
、のな象の

少助いを等の）

業う補

交

に額金難道補道に

者

金関付

対をのいの助の

果与を与し

し交効。関

い 万しが団財団て ２付
て十体源体

い分にとる

るに交す道と
直ろ か

団上付るがこ 円
もって接接が

体がし間

円

告内間てっが金万
ら

額１で

書容接いた少の

助ので団あ

をを補る。

が

し括事は効体る

徴概

果当 て的業

十り中

おに者事がた、

握対の分のに

り把に業

均多

こしすうと平は

、

現２言補く

れてるちは

。
よた地事い助の

にい

果

ももを交交が、、成
接や

のの作付付十間間
補補支

をに成要し分接
な助助出

除つし綱てで
るい金事経

くいた等い

で定団を業費

とて上を

て、交め体交者な

しは

らが

もあ付なが付かど

った補記

、らすいあし

必また事助載

不かるま

定め要間。業事さ

特じ

）接が 月に補単 十交助一 三付をで 日

り

い場た

てうっ

し行あ

。に、

る合

金

、く
はご

曜

接定
間特

日

交にい

不を助つ

金補に
付

多すた交

定付当て

特
合の綱

の場て要

数るっ
定

につ本を

のに基等

も
は事る

接てなめ

間い的

きの収成の

助、項よ

補

低

つ本

こい来も財入

５

うて、の団は年下

、も

う団題て補はら

問

金団当

改体点財い補助

善の》団る助

合る団、体

場すのて団

の、必体団所

道 団し導

すののでの案指

る額体、す

べはなあ少

てとど

度等

定接る

で間す

等施

人４のに

しは基で法表

そ財るの基よ

た、本あ

視

財ほ

点の産が基省本り

財）産と

か事の、本略

用査産の運ん

ら業運監

る動収の及と用ど

見活

入団

とに入対びお収の

本で額体

、要で象基り

わあ財あはで

財す賄で

法財れる産り、平

団る

体然
人源る７運、金成

人象ののの

す自法対へ

と

必財の団依自こ

る己

が度性で

要源基体存主

あつ財自を、あ

がに本

な律。

るい産己少自る

しを

用源く性

。て運財

が実いめ

入充て高

収の

体管

少努こ上

減にくる

与のが本の部

関そ要の
る事己が

団必あ来自局
源接

に性。業財直

体要
接つにつに補

間に特に
機てり金

補い、いよ助
う交

金は関は賄を

助て
交重の原か付

を慎誌、
行と又る

付に発則、す

のもに。のの整べ

す検

政縮で

間かつ間財理き

、て補状小あ

接くい接

る。

助間適助況する

補
補行に事方

事接宜金、
いので

に助うつ業向

業

討

い額うて効検

つのよ
大導、なす

ての指は果
助をよ

施きす補どる

実
相

て助は

め補に
すなべ

に経

よ者の

く業応

お事
するか

導すが

指対費

う

と

で調こ

き地る

べ現か

つ用平利７

るをか

あ査

よ

、

しめとか

、
にはべ る討等しは

要し道い金

の必導つ助

関は交

政性てのてを

財

す

況つい与、付

状にま
てま体かる

ないり団道
の団と

を検すへらこ

ど

るもき先勘う

踏討。

業行り業

調た事執あ事
果

を額のすま効

査。少
間要こがを

実の必るす
と今確

す接性と、的

施

把

よ助考し後に

る補を

、

。実ら
う金慮たと

補つ

導接に

指間査

う調

し 一ま助い 三し事て 八

体と

に必

。者、

た業は

直ま

える接へし

ます間
補た

そう助接し

、よ補

指にしもも握

。

の指に

がな助、

導つ道の補し
の体

まて直ど先団

しい 応
すに

対要

、

しは接が 地て
現じ
る
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社含

善源の況にきも

改

あ団め

意財の補によで
収る法た

見団み助はり
る入。人会

》法で金あ

人はに

道 公 報

費がも

な費助造経額る

、が増の

か補補か金上
と団増加が

っ助助ら額
体し体加しあ

た金金団

。依額

第

はの少体 源う

総

はべの省、減しまの
、収

、き社略平少てた
る平入

原も団）成ない

則の法の７ど

号

の況団団

度状社社

年る

増う

用あ人人

運に法法

業用加経月 に負に費加な十 係担努のを状三 るをめ見図況日

よし、改

経求る直りを
のす

にるうに道善

費め
いと導る負る

つこ指よ

金

べ費の要

てなす経担必

受ど曜

で削があ

益にきのみが

者よ日

増に収

に団依がの等費

のす賛加お入

お体存、

て増

て事る助にいの

い

は員めは加

は業の会努

を

現施や制る、策

、実

のう費検

状はむ度よ会

はし得導指の討

で難を

す上る

自くな入導引す

道状どべげと

己、いな

た

存ののてのし、っ

財

この。

度算収い収た道

をもがと負

が定入る入

の

大お差の減に担

増に

、しりみ

しいしで少よ

い、いそた、が

てて引

、の大

る補たのり道増
て

対額定補補し

助残算
補構対金い

象をの助助

とで人と年に。成の

経

しあ等お度よ

度を

てるのりにり年％

べ団に超

構が会で比８

収り会体はえ

成、費あ

の査入、員で、て

員監

費る

会のの平数会会い

会収収と

費対推成や費

収象移

がろ

入では年員入入こ

数減団は

であ表度口が

会、

収るのは
賄る５に

入事

よ収の

額費そ

入。
に少動

幅減活

大が業

り

る

しいす

少て要

減しに

い財

てる

増。補、保

にのたは確

に金費図

け加助経を

お
め存節、

参努依のり

る
よのやの

費る度減道

加
指大助担

徴う増賛負

の
な導に会の

収

財助のた社規

賛入し新

費加法員

団会増。団会

の努の獲

人等に人の

法
保る入や

収確め収得

の
図うつォ

にをよにフ

入

しつ費み

いる指いー

つ

しての増

収まい等が

ど
入

補価適

要評が善評を

改

さ効見助の切

性価、意

どしはム

てな導てラ

が

、収ま、等

は

事別」

直いなな目いる

助業にと
て しるか補い

、 」もっ

と成件の補民踏た

に事助間まと件 長 が

期 大年つ業事・えこに

業証し

のは事と事検応

よのした

特説補、業に

６

定明助補に

に

事》

。助点

る補題
問

れ果》金趣

の付をう

道た等交旨行
ま要

全の把担踏必

民も
が部えが

体が握当

の

分に補る

理件十局、あ

い事

がどでお助。

解な

はの

らななて業

得とは

事直

るてっ、見

れっか

がのた事評見評
」いた

さ
業 ６の。業価る価

事

効行、れ
の 件、のがと

果 の果わ補た 効

、そ

た金の が

廃理のれ助も

交が

止由把

」の握顕 が説が事付
当、 に

１明十業担件 著

十と評部事 現

件が分を

の て

な分は価局業 れ

と

業市、ろつ
っでいのに

」町原でい

継 切度い評

な村則あて

続 でにて価

どと廃るは

事 あは事に

をの止が、

業 る、業お
て特役の、

」 。監評い
や こ査価

う対がは定割視特継

し象行、事分点定続

た補わ特業担で事」

観助れにとの検業が を
超 点金た位情討に

置勢が該件 え かの。

高

らう年づ変行当、 る

効な補
、ち以け化わす

、果が助

事が事助係り
実道やら事

業十業金る
付績が必、業

に分の交
果担な実要社の

つで効
い的当ど施性会見

いな

し

、な部をす、経直

て

業情を

廃執局的る事済

にとコ勢適

止行に確こ

図い把のスの切

でをお

行

なるて握妥ト変に

き

どにう

いた、す当な動

の
果
効
の
業

理め補る性

る。業し

て
い
つ

に
証
検

と

も、

助とえ

補後ま
今踏

事一 業事適三 の業切九

必

し制直

直価見

見評な

てはえ項おい 上率、をれる見 平

し
加

由に助こ、を対こ

に度し

し
導

指
う

よ
い

な

て

て旨っ

い趣行

つのを

。
た
し

ま

、
はを
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第行を
う滞年年に

指納８間履
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２
い締

資物の政約

資次契

れの 等

第 ず結 格 品令
にた

該に 種の もめ 条 要 の

道 公 報

規１

に平資平者規

定る品に
す
又 よ成格成に定契

等
必 及は り

度な物
特 、年び年要る

般月達に資品
定 一９調
をお格等
役
務 競
争日すいはの

第

北

地
道

海

方
警自
察 助き治
本 事で法
部 業あ施
告 のる行
示 実。令
第

号

平対 成事象 十業団 四の体 年検か 九

現て者 第争い日いた ４

あ 項札者在、で ２入る
関なおのる のにでに１
こ 規
に

るこてにと 定すいい

名。電め よ

指と、定。
約 争

停計契 競

を子る り

件当必 ４

さ機と 入

止算

同 項 るな １ す要 第 格類

ム運運こ
。を 規 用転資転と意 に

末許」許得 定

端免格免
いスい る

装シとシて す

ム者

のテうテる 者

置ス
賃ム。
端端含 成

貸用）用は 未

類
調 入るて、種約

の

借

手 に品がには
達 札物道

成

続 参等締定、平

の 加の結め
特 す種しるに
例 る類よも定年

を 者うのめ
定 にととる月

め 必すしも

当とに

る 要る、の日

績

令 資に該す一

政 な
昭 や道和 号 効

果

年 警

適令

を政

等

察 切第

に

号 本

す以

握。

把

部

証ら
べ下

月がの 十十実 三分績 日

よど
るな

き書
で告

に報

金

、よ
うに

曜

助補
補り

日

を の

て賃類 へ

れの種 札

い業ぼ 加

な事ほ 参

い貸
く 除

と営じ 排

こを同 を

契 て

いる れ

です さ

。ん
。締 者

とを る

こ約 い

る

約装装れ 者

契末末ま 年

賃。 保

のい 被

置置な 、
は

契な 又

借で 人

貸） 佐
。 助

関と 補

にこ 被

約い

格定契る般

資で

る人

す

るに争

平 を北め約。競
札 ７ め道契よ入

成 定海

。察に調の 年 た警約り

部るを告 令 本係達公 政

長一すを 第

般る行

第

争方運 ）

上競地う 号

札共免 ２

原入公転

告

補な」
令

政

示

。

業にう

事握い

助把と

績て第

実め）

の努
やま

５ 等まの 果り条 効い

事実

り助、

い補は

まて
書

効告

。の報

す業績

ま

な

結 で

握に
把ど
のな
果

６

こか
、 い

し

再し格資資に有

成資約
る 申格効 申たの格係

再

効有一 請の期 請申有の

あ

よ書期効般 有間 し請

っ

格

５

下、

以て

格再次行格

資をアイウ
有業 申 審のう資中を企

を企す組 請 査いこ格小

条

れが有業る合 のずと

２

都参体シ 第

美に団許

４

す物号テ

男加のス

格申資申資申

資たアイ

書出 請請

審格格請提提
先 の査査類先

出 査審審

第 のす

申ののをの のの

の
項 切１ 適。

年つ

経中びて

法 以い及及め

済小協い

律 下てび

第は

中、に産企業る

小当掲業業組と

によ

企該げ局等合き 号

３
い、
つり

業 を要企 達格小 調
資中

間期競 効の の る

等 す件

とを及間争 期更 方う類

、札

法す提び間は入新

格落

者し該資の

る出当

有決

、け間を札

はな期

るの

のば更す定

４れの
な新

申な続認ま

のら手と日

す等者又 再の

請いめで

にきる協では 申事かで

る業

請由該る者同あ協
合

す当合も組

当。の組

る該の

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

申申提所 の

資業く変有

地

の請請出在 名 時方 請

、、る

時期は法はす称

成にと北北

及平次こ

期

掲に海海

び
方

るり警札

法年げよ道道

請わ本市

月申行察幌

９
か類け総央

日書な部中

あ 第 業中る長協に。 ）

格行組っ ３ 等小資が同

第 同業要う合て 条 協企

公第、 １ 組等件官法は

」同、需３設 項
合協は

第の ７
と組適適条立 第

又し組４際 号
い合用格

資 掲
。はな合号に に
う

。証掲格 げ
）協いのに

例
組 品特同 物の協

及業

保

法 の

合 等
検

和 点

昭 守
者

第 な

律 能

法 可

年 が

ののる

類旨す

書。たと
っ

にあ

先が

出知

提通。
１

出ら

提か

該日

当た

、

しる

格を。更す

のの

先

もで

得続でた者

を相）
資の

う合るのそ

よ、あ

るはを成

す又格構

と併
る変

の渡すを

も譲有員

資りでし

、よ者更

はに

北

らのれ務区

格承そた

提ば部

先ら計条

月出な会２
丁

ま、い７

日にな課西

に出

間提

の該目

で当。

を る

れ示

け指

なの

し先

中合をる有 協
び組明げ

す業る 組
小が有企す 業

合で

業のる組者 合
企次

団いと

体ずきあ 以
組か下も

のれ。以る 下
織にの 協
関当業構 組

に該企が 業
るる合員 」

すす組成 合

で
。条

と３

こ第

る）

あ号
規

に

一定

四す

〇

企
小

中
る

契

りる

よめ

に定

示に

指

成

査し構の

審継のも

作

申
再者員

のた

な作

らり

なよ

ばに

請資

い
法と」の と

。し

い成

はい半 う
律きと過

和２。を ）
昭、う数 。
にの）占 合

組
同

協
等

業
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札

入開開札札交

入入入

平 保説

成 保 札札札証明付

十 金書

四 証 日場日はの場

年 、交

九 時所時金免付所

北 海

３４

海海話札入

契北北電入

警号行札

条道道番執

約
を幌察の

項札

場場 示市本

及所

す中部－所

場央総

道 公 報

２

運調契納札成
入平

転達に

許す加北

免を約入参年

ス物る道

シる期場す海

テ品間所者警

第

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成札調 警

に達 おこ用 察

りのを年付を 本

一入受９すす 部

般札け月るる 告

事物 競にる 示

争係。日項品 第

号

は有

格格を

資格
資資

７
喪者

のる

１のす

にが

月 除に

十 す関

三 るす北 平

日

同同事道

成にに。る海

。。幌

年じじ項札

月市

金 中

日央

曜

午北
区

日 前２

び

北部日 － 所区務

時北場区 ２会

海北 条計
７札送条 内 西課道郵２

市よ７

丁幌に西 線

目

中る丁
、海

北は北

区合
央場目

部

用の必本

ム等に察

２

約な告

端仕平平る契要
担資示

末様成成。

装等
置年年当格第

者 の１

の号 賃入月月等

に 貸札１
明かを定規 借説日日指

３度るす １書ら限す定

入る等

る 式に

札調の 号達名
び

下、及

以は称
数 入

と月
」４

札年量

い

規

めに

定失２

。マ
う日

格

係資

にる

約す

契定

る

当

あ該

でに

の件

も要

る

条

る

７

時西

は
合
場
る
よ
に
送目

郵丁

察

西便警

条郵道
着
必
、

目部

丁号本

７番
総
部

北－務

海

会 道
部道
本海）

察北課

警計

資 よ月に場

１札

当所格 １る

約有 当ま契を 月。日該

のた間る り。期す たで
長。 価し延と 単だをこ

範と
のこ
算る
予す

）、

ュ道

実シ海

をケ北

）ラ
。成本

る作察

すで警

施
調原

府
政上

た
れ長

さ部

と

有こ

、い

めな

たし

達

と

更た

のっ

間な

期と

効

）

わ資

行、

、は

はき

新

詳
細
は
、

会央
札中
入市
階幌

入

本のの

契契日ここ

アイ

札

にの語入入

約名所約

す続び及の 在 関手及札

、得
でり
内有
囲が

者

アイ

入る捨税

落で

た業札あ 分 札落額て事

額加金者者る の 札 金を
決

とか

す男

関都

に美

等算額で

８９

る

に

北項当契要そ号

１月

札 規り書掲

海のた約開

成る の 財の 定の作げ

道

な格

よ価の入

務時 に単

７
。
う

。失

いを
方定
決
付の
者
交札
落

札
説
明
書
に
よ
る
。

地お本契行

るに日び執

通は、

務い国約は

事称
担北郵電使貨、公

をて
す達す

当海便話用調開

警号号る手る

す道番番

組察言続。

る

語の 織本

び止

の部－－及停

名総

通等 － 称務

定

っ申

に にし）あになを

か当たし

当 係たをる相

額っ免す者出

た る金も

て 費て税るはる

っ 消

落と

は 税当落事金、こ

者を札。

、 及該札業額

地額格で入決

入 び金価

書後

書 方にとあ札定

札
円るかに速

に 消１する

に

載 税未のを記や

記 費

否他及

則お り）要札

規

い 定を

和、 たっこ

昭て めもび
２ 予ての

北規 価札告

年に 定入公

海定 格に

道す 有定

則資 月なる

規る １効め
を た札札

第格 当入入

法法
方

号所

道番場

海話の

北電
察で

警

交 本

す

部－付

総

る － 務

一
四
一

及部貨が
有 び会北

り

札る 内 在課道得

所計海
幌。 線 地

市
中

で問載か

西
条

２
北

区
央

さ満

ずる消

れ 以の、わすに

金数札、こ費

た 下端入
積。等

額 消がに見と税

当 税る加もの

に 費あ参
きるた税 該 等とすっ課

月業 額 とは者１事 金 」
うそ、当者 の い、は

。の消たで

）端費りあ 分

。し の限関

号有 りにに

下い 価。る

以な 単るす
者 ））条

務し 制たに 財の のし件

則入 のを反 規た 限者違

と、 囲札た 」札 範落し

う務 でと札 い財 内者入

部。

最すは

会
線

内 課
計

５
の数税のる の

目
丁
７

額に約免 に
取金等契か

額事 当
いを係金税 相
扱

、 。規

すり課の業

切る

効 第 第の。無 則 ）低る
価
格と
す 条 条

。

第１各る
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